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■聖徳大学・聖徳大学短期大学部　 学外研修Ⅰ代替プログラム
SEITOKU Autumn Program  ～チャレンジDAY～ を開催
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十
月
四
日（
日
）、
松
戸
中
央

公
園
で「
ア
ー
ト
パ
ー
ク
13
～

カ
ラ
フ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
～
」

（
聖
徳
大
学
児
童
学
研
究
所
、

聖
徳
大
学
生
涯
学
習
研
究
所
主

催
）を
開
催
し
ま
し
た
。

　

十
三
回
目
と
な
る
今
回
は
、

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め“
見
て
楽
し

む
ア
ー
ト
パ
ー
ク
”を
行
い
ま

し
た
。制
作
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

は
行
わ
ず
、身
近
な
素
材
を
使
っ

て
公
園
を
カ
ラ
フ
ル
に
変
身
さ

せ
、
散
歩
を
し
な
が
ら
楽
し
め

る
よ
う
工
夫
し
ま
し
た
。
当
日

は
、
受
付
で
検
温
を
す
る
な
ど

感
染
拡
大
防
止
対
策
も
し
っ
か

り
行
い
ま
し
た
。
参
加
し
た
親

子
は
六
百
名
。
朝
日
新
聞
や
千

葉
テ
レ
ビ
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

展
示
は
大
き
く
三
つ
の
ゾ
ー

ン
で
構
成
し
ま
し
た
。
児
童
学

科
の
ゾ
ー
ン
は
、
大
成
哲
雄
ゼ

ミ
、
関
口
明
子
ゼ
ミ
、
西
園
政

史
ゼ
ミ
、
祓
川
摩
有
ゼ
ミ
、
美

術
部
が
担
当
し
ま
し
た
。
大
き

な
カ
ラ
ー
ビ
ニ
ー
ル
を
た
く
さ

ん
つ
る
し
た「
カ
ラ
フ
ル
カ
ー

テ
ン
」、
百
二
十
本
の
風
車
を

使
っ
た
花
畑
、フ
ラ
フ
ー
プ
が

浮
い
た「
ブ
ラ
ブ
ラ
フ
ラ
フ
ー

プ
」な
ど
を
協
力
し
て
作
り
ま

し
た
。
ど
れ
も
子
ど
も
た
ち
に

大
人
気
で
し
た
。

　

短
期
大
学
部
保
育
科
は
、
保

育
園「
き
ぼ
う
の
た
か
ら
」「
き

ぼ
う
の
つ
ば
さ
」「
ケ
ヤ
キ
ッ
ズ
」

と
協
力
し
、
園
児
が
作
っ
た
絵

画
作
品
を「
ミ
ヤ
ビ
キ
ッ
ズ
」の

タ
イ
ト
ル
で
展
示
し
ま
し
た
。

墨
を
使
っ
て
大
胆
に
描
か
れ
た

作
品
は
元

気
が
出
る

と
評
判
で

し
た
。
松

戸
市
・
柏

市
中
学
校

美
術
部
有

志
は「
パ
ラ

レ
ル
パ
ラ

ソ
ル
ワ
ー

ル
ド
」
を

制
作
し
ま

し
た
。
要
ら
な
く
な
っ
た
た
く

さ
ん
の
傘
に
ペ
イ
ン
ト
し
、
木

の
間
に
つ
る
し
ま
し
た
。

　

来
場
者
は
作
品
が
あ
る
こ
と

で
、
自
然
の
風
を
感
じ
な
が
ら
、

生
き
生
き
と
し
た
緑
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。「
ア
ー
ト
パ
ー
ク
」

は
今
後
も
地
域
と
連
携
し
、
公

園
を
核
に
学
生
、
市
民
が
楽
し

め
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
今

後
も
継
続
し
実
施
し
て
い
き
ま

す
。

「ミヤビキッズ」保育科＋きぼうのたから・きぼうのつばさ・ケヤキッズ

「風車ガーデン」児童学科

「パラレルパラソルワールド」松戸市・柏市中学校美術部有志

ア
ー
ト
パ
ー
ク
13

〜
カ
ラ
フ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
〜

　

十
一
月
十
四
日（
土
）と
十
五

日（
日
）、
令
和
二
年
度
第

五
十
六
回
聖
徳
祭
を
オ
ン
ラ
イ

ン
で
行
い
ま
し
た（
特
設
サ
イ

ト
に
て
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
動
画

を
中
心
と
し
た
企
画
を
配
信
）。

学
友
会
役
員
が「
コ
ロ
ナ
禍
だ

か
ら
こ
そ
で
き
る
特
別
な
聖
徳

祭
は
な
い
か
」と
前
向
き
に
議

論
し
、
準
備
を
進
め
、
実
現
さ

せ
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は
、「
今
こ
そ
共
に
響

か
せ
よ
う
！
彩
り
豊
か
な
私
た

ち
の
声
」で
す
。
人
と
の
関
わ

り
が
減
り
、
未
来
に
不
安
や
孤

独
を
感
じ
る
中
、オ
ン
ラ
イ
ン

上
で
人
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
生

か
し
、
み
ん
な
で
作
り
上
げ
る

聖
徳
祭
に
し
た
い
と
い
う
思
い

が
込
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
聖
徳
祭
は
、
聖

徳
祭
本
部
企
画
、ク
ラ
ブ
・
同
好

会
の
発
表
の
企
画
、
学
部
・
学

科
・
ク
ラ
ス
企
画
の
三
部
門
構

成
で
す
。

　

聖
徳
祭
本
部
企
画
は
、
Ｖ
６

の「
ｗ
ａ
に
な
っ
て
お
ど
ろ
う
」

の
動
画
を
配
信
し
ま
し
た
。

学
友
会
役
員
や
ク
ラ
ブ
・

同
好
会
の
学
生
が
さ
ま
ざ

ま
な
パ
ー
ト
に
分
か
れ
て

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
振
り
付
け

を
踊
り
ま
し
た
。
各
パ
ー

ト
の
動
画
を
つ
な
ぎ
合
わ

せ
、テ
ー
マ
を
表
す
一
本

の
動
画
に
仕
上
げ
ま
し
た
。

受
験
生
向
け
に
本
学
の
魅

力
を
発
信
す
る
在
学
生
へ

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
企
画
で
は
、

“
聖
徳
あ
る
あ
る
話
”を
盛
り
込

み
、
本
学
に
親
し
み
を
も
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
楽
し
い
内
容

と
な
り
ま
し
た
。ク
ラ
ブ
・
同
好

会
の
企
画
は
、ハ
ワ
イ
ア
ン
ダ

ン
ス
や
日
本
舞
踊
な
ど
の
演
技

の
動
画
、
聖
徳
大
学
Ｂ
Ｂ
Ｓ
の

活
動
記
録
や
書
道
研
究
部
の
作

品
な
ど
を
配
信
し
ま
し
た
。
学

部
・
学
科
・
ク
ラ
ス
企
画
で
は
、

授
業
で
取
り
組
ん
だ
内
容
の
発

表
や
海
外
研
修
の
報
告
な
ど
、

waになっておどろう

日本舞踊研究同好会

「子どもが楽しくできる感染予防」

　11月13日（金）、 「SEITOKU Autumn Program ～チャレンジDAY～」を開催しました。
　このプログラムは、大学・短大の1年生を対象に、新型コロナの影響で中止した学外研修Ⅰを新たな形で実施
したものです。グループ活動を通して、クラスの連帯感や信頼関係をつくり上げ、企画力、課題解決力、チーム
ワーク力、リーダーシップ力、達成感を得ることを目的としています。
　数名のグループごとに大学キャンパス等をスタートし、葛飾区柴又公園のゴールを目指します。途中の
行程は自由です。各グループは事前に、①歴史・神社仏閣に関すること、②自然・環境に関すること、③地域貢

献に関すること、④仲間とどのように交流するか、
⑤思いを形にしてSNSで発信（＃聖徳 ＃チャレンジ
DAY ＃所属学科）、の5つのチャレンジ項目から3つ
を選び企画を立案しました。
　当日受付では、オンライン授業での交流が中心だったクラスメイトが顔を合わせ、グループごとに
楽しそうに出発していきました。「戸定邸」（旧徳川昭武別邸）をはじめ、「松戸神社」「野菊の墓」など、
それぞれ計画した松戸の名所に立ち寄り、主に江戸川沿いの土手を歩いてゴールを目指しました。途中
橋を渡らずに「矢切の渡し」から船で都内に入る
グループもあり、思い思いの行程で研修を楽し
みました。柴又では、「帝釈天」や土地の旧家

「山本亭」の和式邸宅を訪れたりして、学生は
約5キロを3時間程かけ歩いてゴールしました。

　ゴールでは香和会（同窓会）よりチョコレートのプレゼントがあり、帝釈天参道「髙木屋老舗」では名物
の草団子のお土産もありました。名所旧跡・神社仏閣の訪問、帝釈天参道での買い物や地域住民との交流
など、学生はそれぞれの目標を達成し、出席者全員がプログラムを終えました。
　大学に足を運ぶ機会の少なかった1年生にとって、研修の目標を達成しただけでなく、クラスの仲間と
の親睦を深めることもでき、収穫の多いプログラムとなりました。

例
年
教
室
で
展
示
し
て
い
た
学

び
の
成
果
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
発

表
し
ま
し
た
。
学
科
の
専
門
分

野
に
つ
い
て
、
簡
潔
に
分
か
り

や
す
く
伝
わ
る
内
容
に
ま
と
め

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
附
属
の
幼

稚
園
か
ら
の
参
加
も
あ
り
、バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
豊
か
で
し
た
。

　

困
難
な
状
況
で
も
前
向
き
に

努
力
す
る
学
生
一
人
ひ
と
り
の

力
が
大
き
な
輪
と
な
っ
て
広
が

り
、
彩
り
豊
か
な
オ
ン
ラ
イ
ン

聖
徳
祭
と
な
り
ま
し
た
。

「矢切の渡し」で船に乗って松戸市から葛飾区へ

「髙木屋老舗」名物の草団子を受け取る学生

松戸神社にて参拝
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令
和
二
年
度
聖
徳
大
学
大
学

院
入
学
式
を
、九
月
十
九
日（
土
）

九
時
半
よ
り
香
順
メ
デ
ィ
ア

ホ
ー
ル
に
お
い
て
挙
行
し
ま
し

た
。
秋
学
期
入
学
生
の
通
学
課

程
一
名
、
通
信
教
育
課
程
入
学

者
八
名
の
う
ち
四
名
が
出
席
し

ま
し
た
。
今
年
度
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
の
観
点
か
ら
、
大
学
院
に
限

定
し
、
時
間
を
大
幅
に
短
縮
し

て
実
施
し
ま
し
た
。

　

学
長
告
辞
に
お
い
て
川
並
弘

純
学
長
は「
皆
さ
ま
は
、
仕
事

を
す
る
傍
ら
こ
れ
か
ら
研
究
を

積
み
重
ね
て
い
き
ま
す
。
時
に

仕
事
に
置
か
れ
た
軸
足
を
外
し

て
考
察
を
し
て
み
る
こ
と
も
大

切
で
す
」と
述
べ
、
歓
迎
し
ま

し
た
。
続
い
て
学
生
に
よ
る
宣

誓
で
は
、
児
童
学
研
究
科
博
士

後
期
課
程（
通
信
）の
金
城
久
美

子
さ
ん
が「
こ
れ
ま
で
の
経
験

を
も
と
に
、
社
会
貢
献
が
で
き

る
研
究
者
と
し
て
自
立
し
、
目

標
に
向
か
っ
て
邁
進
し
て
ま
い

り
ま
す
」と
意
気
込
み
を
示
し

ま
し
た
。

　

同
日
十
一
時
半
か
ら
は
、
同

会
場
に
お
い
て
令
和
二
年
度
秋

期
聖
徳
大
学
大
学
院
学
位
記
授

与
式
を
挙
行
し
ま
し
た
。
大
学

院
修
了
生
全
五
名
の
う
ち
、
博

士
前
期
課
程
三
名（
う
ち
通
信

二
名
）、
専
門
職
学
位
課
程
一
名

の
計
四
名
が
出
席
し
、
代
表
と

し
て
言
語
文
化
研
究
科
日
本
文

化
専
攻
賈ジ

ャ

舒シ
ュ

延ヤ
ン

さ
ん
、
児
童
学

研
究
科
児
童
学
専
攻（
通
信
）中

村
安
里
さ
ん
に
学
位
記
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

　

川
並
弘
純
学
長
は「
社
会
に

は
多
く
の
価
値
観
が
あ
る
こ
と

を
知
り
、
知
識
や
知
見
を
広
げ

て
く
だ
さ
い
。自
ら
考
え
、自
ら

一
歩
を
踏
み
出
す
勇
気
を
も
っ

て
日
々
邁
進
し
て
く
だ
さ
い
」

と
は
な
む
け
の
言
葉
を
贈
り
ま

し
た
。

　

式
終
了
後
は
、
通
学
・
通
信

課
程
の
各
研
究
科
に
分
か
れ
、

研
究
科
長
が
改
め
て
祝
辞
を
述

べ
、
修
了
生
一
人
ひ
と
り
に
学

位
記
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
修

了
生
は
指
導
教
員
と
記
念
撮
影

を
行
い
な
が
ら
研
究
の
苦
労
話

に
花
を
咲
か
せ
る
な
ど
、
別
れ

を
惜
し
み
つ
つ
、
最
後
の
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

令
和
二
年
度　

秋
の

大
学
院
入
学
式
・
学
位
記
授
与
式
を
挙
行

大学院入学生

学位記授与

大学院修了生

　

聖
徳
大
学
音
楽
学
部
の
徳
丸

吉
彦
教
授
の
著
書『
も
の
が
た
り

日
本
音
楽
史
』が
、
第
七
十
四
回

毎
日
出
版
文
化
賞
特
別
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。
同
書
は
、
縄
文

の
楽
器
か
ら
、
雅
楽
・
能
楽
・
歌

舞
伎
・
文
楽
、
現
代
邦
楽
ま
で
、

日
本
音
楽
と
日
本
史
の
流
れ
を

分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

中
高
生
か
ら
大
人
ま
で
世
代
を

問
わ
ず
読
み
や
す
い
一
冊
で
す
。

著
書

﹃
も
の
が
た
り
日
本
音
楽
史
﹄

︵
令
和
元
年
年
十
二
月
　

岩
波
ジ
ュ
ニ
ア
新
書
︶

聖徳大学
音楽学部音楽学科
徳丸 吉彦 教授

第
七
十
四
回
毎
日
出
版
文
化
賞
特
別
賞
を
受
賞

令
和
二
年
度

短
期
大
学
教
育
功
労
者

文
部
科
学
大
臣
表
彰

令
和
二
年
度

栄
養
関
係
功
労
者

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

全
国
栄
養
士
養
成
施
設

協
会
会
長
表
彰

　

短
期
大
学
教
育
の
発
展
や
栄

養
士
養
成
に
お
い
て
多
年
に
わ

た
り
貢
献
し
た
こ
と
に
よ
り
、

本
学
の
教
員
が
次
の
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。

聖徳大学短期大学部
川並 弘純 学長

聖徳大学短期大学部
保育科

幸田 眞希 教授

聖徳大学
人間栄養学部
横井 克彦 教授

聖徳大学
人間栄養学部
別所 京子 講師

表
彰

①
名
品
作
り
チ
ー
ム
：
松
戸
市

で
グ
リ
ー
ン
レ
モ
ン
を
生
産
す

る
農
家
と
連
携
し
て
、グ
リ
ー

ン
レ
モ
ン
を
丸
ご
と
使
っ
た
お

菓
子
作
り
を
行
い
ま
す
。

②
Ｓ
Ｎ
Ｓ
チ
ー
ム
：
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

松
戸
市
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
を

紹
介
し
、
若
者
に
松
戸
市
の
魅

力
を
伝
え
ま
す
。

③
ク
ッ
ク
パ
ッ
ド
チ
ー
ム
：
松

戸
の
食
材
を
生
か
し
た
新
し
い

レ
シ
ピ
を
ク
ッ
ク
パ
ッ
ド
に
投

【
短
大
総
合
文
化
学
科
】

　

本
学
科
で
は
地
域
貢
献
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
年

は
一
、二
年
生
が
合
同
で
九
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
力
を
入
れ
て

お
り
、
そ
の
活
動
テ
ー
マ
と
企
画
内
容
の
発
表
会
が
十
月
二
日

（
金
）に
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ー
ム
の
特
色
に
合
わ
せ
た
地
域

貢
献
活
動
を
発
表
し
ま
し
た
。活動テーマ発表会の様子

　

高
校
生
の
た
め
の
心
理
学
講
座

「
あ
が
っ
て
し
ま
う
人
の
対
処
法

〜
本
番
で
力
が
出
る
心
理
学
〜
」

　

今
回
は
、「
こ
こ
ぞ
！
」と
い

う
時
に
実
力
を
発
揮
す
る
た
め

の
方
法
に
つ
い
て
、
本
学
心
理

学
科
の
都
丸
け
い
子
講
師
が

「
不
安
の
保
持
を
ア
ウ
ト
ソ
ー

シ
ン
グ
す
る
」「
身
体
反
応
に
対

す
る
評
価
を
変
え
る
」な
ど
五

つ
の
対
処
法
を
伝
え
ま
し
た
。

参
加
し
た
高
校
生
に
は
、
一
緒

に
問
題
を
解
き
な
が
ら
ワ
ー
ク

も
取
り
入
れ
て
体
感
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。

　
「
い
つ
も
人
前
で
あ
が
っ
て

し
ま
う
の
が
嫌
だ
っ
た
が
、
対

策
を
教
え
て
も
ら
い
気
持
ち
が

楽
に
な
っ
た
」「
学
ん
だ
こ
と
を

生
か
し
て
受
験
勉
強
を
頑
張
り

た
い
」な
ど
の
感
想
が
高
校
生

か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

＊
＊
＊
＊
＊

　

研
修
会「
公
認
心
理
師
時
代

の
心
理
職
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を

目
指
し
て
〜
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
と
の
関
連
を
含
め
て
〜
」

　

当
相
談
所
で
は
、
年
一
回
、

聖
徳
大
学
大
学
院
臨
床
心
理
学

研
究
科
修
了
生
を
中
心
に
、
現

場
で
活
躍
し
て
い
る
心
理
職
等

を
対
象
と
し
た
研
修
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
東
京

大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
臨

床
心
理
学
コ
ー
ス
主
任
教
授
の

下
山
晴
彦
先
生
を
講
師
に
招
い

て
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
ま

し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
人
々
の
不

安
は
多
く
、
そ
の
人
た
ち
の
心

の
ケ
ア
は
公
認
心
理
師
の
重
要

な
役
割
で
す
。
下
山
先
生
は
、

重
要
な
心
理
療
法
の
一
つ
と
し

て
挙
げ
ら
れ
る
認
知
行
動
療
法

の
立
場
か
ら
、
現
在
の
社
会
的

危
機
に
お
け
る
心
の
ケ
ア
の
在

り
方
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
コ
ロ
ナ
禍

で
心
理
職
と
し
て
今
後
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
行
っ
て
い
け
ば
良

い
の
か
具
体
的
に
聞
く
こ
と
が

で
き
た
」「
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
や

対
面
相
談
が
ど
の
よ
う
な
も
の

か
、
ま
た
そ
の
違
い
を
知
る
こ

と
が
で
き
た
」な
ど
の
感
想
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

聖
徳
大
学
・
聖
徳
大
学
短
期
大
学
部
の

地
域
貢
献
活
動

【
聖
徳
大
学
心
理
教
育
相
談
所
】

　

聖
徳
大
学
心
理
教
育
相
談
所
で
は
、
通
常
の
相
談
業
務
、
公

認
心
理
師
、
臨
床
心
理
士
を
目
指
す
大
学
院
生
の
実
習
施
設
と

し
て
の
役
割
に
加
え
、
地
域
住
民
の
健
康
増
進
に
役
立
つ
講
演

会
や
、
学
校
の
先
生
方
や
高
校
生
を
対
象
と
し
た
講
演
会
・
研

修
会
等
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
令
和
二
年
度
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

■聖徳大学心理教育相談所HP
http://www.seitoku.ac.jp/kenkyujyo/sinri/

図書館活性化チームによる絵本展示コーナー作り

稿
し
、
市
の
広
報
に
努
め
ま
す
。

④
フ
ァッ
シ
ョ
ン
シ
ョー
チ
ー
ム
：

ク
マ
の
ぬ
い
ぐ
る
み
の
洋
服
の

デ
ザ
イ
ン
を
園
児
か
ら
募
集
し
、

実
際
に
制
作
し
て
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
シ
ョ
ー
を
行
い
ま
す
。

⑤
子
ど
も
安
全
マ
ッ
プ
チ
ー
ム：

小
学
生
向
け
交
通
安
全

マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
配
布

し
ま
す
。

⑥
子
ど
も
食
堂
チ
ー
ム
：

子
ど
も
食
堂
で
遊
び
コ
ー

ナ
ー
を
担
当
し
た
り
、
来

場
者
に
差
し
上
げ
る
お
土

産
づ
く
り
を
し
ま
す
。

⑦
岩
瀬
自
治
会
チ
ー
ム
：

近
隣
の
岩
瀬
自
治
会
で
、

文
化
祭
な
ど
の
支
援
を
し

ま
す
。

⑧
南
房
総
絵
本
作
り
チ
ー
ム
：

南
房
総
市
の
昔
話
や
民
話

の
絵
本
を
作
り
、
配
布
し

ま
す
。

⑨
図
書
館
活
性
化
チ
ー
ム
：

学
内
の「
こ
ど
も
図
書
館
」

に
、
本
学
科
の
先
輩
が
作
っ
た

絵
本
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
作
り

ま
し
た
。
ま
た
高
校
生
向
け
の

パ
ス
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
を
制
作
し

て
配
布
す
る
予
定
で
す
。
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後
援
会
支
部
総
会
お
よ
び
保

護
者
会
は
、北
海
道
か
ら
九
州
・

沖
縄
ま
で
全
国
十
一
支
部
で
毎

年
行
い
ま
す
。
今
年
度
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ

り
北
海
道
、
九
州
・
沖
縄
地
区

支
部
は
中
止
し
東
北（
北
）支
部

は
会
場
を
盛
岡
か
ら
仙
台
に
変

更
し
ま
し
た
。

　

支
部
総
会
で
は
学
長
講
話
や

卒
業
生
に
よ
る
体
験
発
表
、
保

護
者
会
で
は
学
生
部
長
の
話
、

教
員
と
の
個
別
面
談
を
行
い
ま

し
た
。そ
し
て
、九
月
か
ら
十
一

月
に
か
け
開
催
さ
れ
た
支
部
総

会・
保
護
者
会
に
は
、
多
く
の

保
護
者
が
出
席
し
ま
し
た
。
体

験
発
表
は
、
卒
業
生
の
生
の
声

を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
と
毎
年

反
響
の
高
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　

今
回
は
九
月
、
十
月
に
実
施

さ
れ
た
支
部
総
会
・
保
護
者
会

の
中
か
ら
、
二
名
の
卒
業
生
の

発
表
を
紹
介
し
ま
す
。

　

遠
藤
愛
さ
ん（
東
北（
南
）支

部
、
平
成
三
十
一
年
三
月
・
児

童
学
部
児
童
学
科（
昼
）幼
稚
園

教
員
養
成
コ
ー
ス
卒
業
）
は
、

福
島
県
郡
山
市
の
出
身
で
、
現

在
、
郡
山
市
内
の
公
立
保
育
所

に
勤
務
し
て
い
ま
す
。
在
学
中

は
、
幼
稚
園
教
諭
、
保
育
士
、
小

学
校
教
諭
、
特
別
支
援
学
校
教

諭
、キ
ャ
ン
プ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
の
五
つ
の
資
格
を
取
得
し

て
卒
業
し
ま
し
た
。
資
格
取
得

の
た
め
の
実
習
が
多
く
大
変
で

し
た
が
、
そ
の
都
度
家
族
に
支

え
ら
れ
て
乗
り
越
え
ま
し
た
。

就
職
活
動
で
は「
採
用
試
験
の

過
去
問
題
集
を
全
部
覚
え
る
ま

で
取
り
組
み
、
小
論
文
や
志
望

書
な
ど
は
寮
の
友
達
に
添
削
し

て
も
ら
っ
た
り
、キ
ャ
リ
ア
支

援
課
で
面
接
の
練
習
を
積
む
な

ど
し
て
試
験
に
臨
ん
だ
」と
話

し
ま
し
た
。
最
後
に
、ピ
ア
ノ

練
習
室
、
図
書
館
、
自
習
室
な

ど
の
大
学
の
充
実
し
た
施
設
を

多
く
活
用
し
て
学
び
が
深
化
し

た
と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

向
山
美
紅
さ
ん（
甲
信
地
区
、

静
岡
県
支
部
、令
和
二
年
三
月
・

児
童
学
部
児
童
学
科（
昼
）小
学

校
教
員
養
成
コ
ー
ス
卒
業
）は
、

山
梨
県
南
ア
ル
プ
ス
市
の
出
身

で
、
現
在
、
山
梨
県
の
公
立
小

学
校
で
二
年
生
の
担
任
と
し
て

勤
務
し
て
い
ま
す
。「
大
学
で
の

学
び
と
寮
生
活
で
得
た
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
が
、
児
童
や

保
護
者
、
地
域
の
方
と
関
わ
る

際
に
生
か
さ
れ
て
い
る
。
特
に

四
年
間
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
考

え
な
が
ら
繰
り
返
し
取
り
組
ん

だ
模
擬
授
業
の
経
験
は
、
現
職

で
教
壇
に
立
ち
授
業
を
展
開
す

る
上
で
と
て
も
役
立
っ
て
い
る
」

と
話
し
ま
し
た
。
就
職
活
動
で

は
教
員
採
用
試
験
に
向
け
て
、

最
後
ま
で
担
当
教
員
が
サ
ポ
ー

ト
し
て
く
れ
た
た
め
奮
闘
で
き

た
と
の
こ
と
で
す
。
最
後
に
後

輩
へ
向
け
て「
目
標
を
持
っ
て

学
生
生
活
を
過
ご
し
て
ほ
し
い
。

コ
ツ
コ
ツ
と
努
力
す
る
こ
と
で
、

味
方
に
な
っ
て
く
れ
る
人
が
必

ず
い
る
の
で
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
」と
話
し
ま
し
た
。

大
学
・
短
期
大
学
部

　
　
　　
　
後
援
会
支
部
総
会
・
保
護
者
会

●
●
●
●
●
●

活
動
報
告

遠藤愛さん向山美紅さん

社
会
福
祉
学
科

文
学
部

社
会
福
祉
学
科

　

十
月
二
十
六
日（
月
）、
客
員

教
授
の
毒
蝮
三
太
夫
先
生
が
本

学
で
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
を
併
用

し
て
授
業
に
参
加
で
き
る
よ
う

に
し
ま
し
た
が
、履
修
す
る
学
生

の
三
分
の
二
に
あ
た
る
約
四
十

名
が
会
場
に
足
を
運
び
出
席
し

ま
し
た
。教
室
で
学
生
は
隣
席
と

の
間
隔
を
大
き
く
あ
け
て
ソ
ー

　

文
学
部
の
Ｒ
Ｅ（Reality 

Experience

）科
目
で
看
板
授

業
の
一
つ
「
一
流
の
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
を
訪
ね
て
」で
は
、
九
月

十
一
日（
金
）に
成
田
国
際
空
港

を
訪
ね
て
、
学
外
授
業
を
行
い

ま
し
た
。
空
港
内
の
施
設
だ
け

で
な
く
、グ
ラ
ン
ド
ス
タ
ッ
フ

の
接
客
も
見
学
し
、
一
流
の
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を
体
験
・
体
感

し
ま
し
た
。

　
「
グ
ラ
ン
ド
ス
タ
ッ
フ
の
業

務
は
大
変
な
分
、
や
り
が
い
も

大
き
い
」と
現
職
ス
タ
ッ
フ
か

ら
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、グ
ラ
ン
ド
ス
タ
ッ

フ
に
な
る
た
め
に
学
生
時
代

に
取
り
組
ん
だ
こ
と
な
ど
の

ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
り
、と
て
も
有

意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
航
空
科
学
博
物

館
に
移
動
し
、
航
空
や
航
空
機

の
歴
史
を
勉
強
し
ま
し
た
。
本

物
の
Ｙ
Ｓ-
11
型
機
や
、ジ
ャ
ン

ボ
ジ
ェ
ッ
ト
の
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト

（
操
縦
室
）と
ギ
ャ
レ
ー（
厨
房
）、

過
去
か
ら
現
在
に
至
る
航
空
機

の
模
型
や
空
港
シ
ス
テ
ム
の
展

　
「
介
護
実
習
Ⅰ
」は
、
介
護
福

祉
士
を
目
指
す
学
生
に
と
っ
て

初
め
て
の
実
習
で
す
。
通
常
は

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
訪
れ
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
実
習（
五
日
間
）

と
入
所
施
設
実
習（
六
日
間
）に

よ
る
約
二
週
間
を
現
場
で
過
ご

し
ま
す
が
、
今
年
は
感
染
リ
ス

ク
が
あ
る
た
め
、
自
宅
で
の
オ

ン
ラ
イ
ン
実
習
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
来
の
実
習
と
同
じ
姿
勢
・

態
度
で
臨
む
た
め
、
学
生
は
実

習
着（
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
、チ
ノ
パ

ン
）を
身
に
付
け
マ
ス
ク
を
着

用
し
ま
し
た
。
体
温
測
定
と
手

洗
い
消
毒
を
終
え
て
か
ら
、
自

宅
で
パ
ソ
コ
ン
に
向
か
い
受
講

し
ま
し
た
。

あ
る
日
の
オ
ン
ラ
イ
ン
実
習

︵
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
︶

・
本
日
の
目
標
発
表
、
指
導
担

当
者
へ
の
挨
拶

・
利
用
者
受
け
入
れ

・
水
分
補
給
、
口
腔
体
操

・
食
事︵
配
膳
と
介
助
︶

・
昼
食
後
の
移
動
支
援

・
入
浴
と
整
容
介
助

・
利
用
者
の
帰
宅
準
備
、
送
迎

車
へ
の
移
動
支
援

・
机
や
使
用
物
品
の
消
毒

・
実
習
振
り
返
り

※
各
場
面
に
応
じ
た
介
護
技
術
を
、

動
画
視
聴
、ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
、

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
て
学

び
ま
し
た
。

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
保
ち

着
席
し
ま
し
た
。

　

毒
蝮
先
生
の
授
業
は
今
年
度

全
四
回
の
う
ち
、
こ
の
日
が
初

め
て
の
回
で
し
た
。
川
並
弘
純

学
長
、
山
田
千
香
子
社
会
福
祉

学
科
長
が
挨
拶
し
た
後
、
授
業

が
開
始
し
ま
し
た
。

　

授
業
で
は「
生
老
病
死
」（
仏

教
由
来
の
言
葉
で
、
人
間
と
し

て
避
け
ら
れ
な
い
四
つ
の
苦
し

み「
生
ま
れ
る
こ
と
」「
老
い
る

こ
と
」「
病
気
に
な
る
こ
と
」「
死

ぬ
こ
と
」の
総
称
）の
人
生
観
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
介
護
と
い
う
職
に
対

す
る
自
身
の
思
い
を
熱
く
語
り

ま
し
た
。
他
に
も
、
戦
争
を
体

験
し
た
毒
蝮
先
生
の
経
験
や
、

戦
時
下
で
弟
を
火
葬
に
出
す
少

年
の
写
真
に
つ
い
て
言
及
し
ま

示
物
を
見
学
し
ま
し
た
。
最
後

は
、
紙
ヒ
コ
ー
キ
教
室
に
参
加

し
て
、
博
物
館
で
の
見
学
が
終

了
し
ま
し
た
。

　

Ｒ
Ｅ
科
目「
一
流
の
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
を
訪
ね
て
」は
、
今

回
の
航
空
編
の
他
に
、ホ
テ
ル

編
が
あ
り
ま
す
。
一
年
間
で
航

空
会
社
や
ホ
テ
ル
の
事
業
、
客

室
乗
務
員
、グ
ラ
ン
ド
ス
タ
ッ

フ
、ホ
テ
ル
ス
タ
ッ
フ
の
多
様
な

仕
事
と
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を
学

び
ま
す
。
航
空
会
社
、
空
港
、ホ

テ
ル
等
現
場
で
の
体
験
授
業
は

本
学
部
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
す
。

し
た
。
実
体
験
に
も
と
づ
く
エ

ピ
ソ
ー
ド
に
、
多
く
の
学
生
が

真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
聞
き
入
り

ま
し
た
。

　

毒
蝮
先
生
の
授
業
は
、
あ
と

三
回
続
き
ま
す
。
独
特
の
ユ
ー

モ
ア
を
交
え
、
力
強
く
説
得
力

の
あ
る
話
で
毎
回
学
生
を
魅
了

し
て
い
ま
す
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
実
習
で
は
、学
生

は
手
本
と
な
る
動
画
か
ら
適
切

な
介
護
方
法
を
学
び
ま
す
。
動

画
を
視
聴
し
た
後
は
Ｔｅ
ａ
ｍｓ

を
活
用
し
て
、
利
用
者
の
前
で

発
言
す
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
場
面
や
、
軽
度
の
方
へ
食
事

を
介
助
す
る
場
面
を
想
定
し
て

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
を
行
い
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
利
用
者
役
を
演

じ
る
教
員
が
パ
ソ
コ
ン
画
面
越

し
に
介
護
福
祉
士
役
の
学
生
に

要
望
を
伝
え
、
学
生
が
適
切
に

対
応
で
き
る
か
を
ケ
ー
ス
ス
タ

デ
ィ
す
る
も
の
で
す
。ロ
ー
ル

プ
レ
イ
ン
グ
が
終
わ
る
と
教
員

か
ら
良
い
点
や
改
善
点
に
つ
い

て
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ま
す
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
な
く

入
所
施
設
の
実
習
も
オ
ン
ラ
イ

ン
で
実
施
し
ま
し
た
。
中
等
度

の
方
へ
の
食
事
介
助
、
排
泄
、

入
浴
介
助
等
の
場
面
を
想
定
し
、

同
様
に
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
ｓ
を
使
っ
て

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
を
実
践
し

ま
し
た
。ま
た
、高
齢
者
の
具
体

的
な
言
動
に
対
す
る
対
応
や
、認

知
症
の
方
と
の
関
わ
り
を
検
討

し
な
が
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
技
法
も
身
に
付
け
ま
し
た
。

　

動
画
視
聴
や
ロ
ー
ル
プ
レ
イ

ン
グ
以
外
に
も
、
実
習
施
設
指

導
者
か
ら
現
場
の
状
況
や
、
卒

業
生
か
ら
現
職
や
実
習
体
験
談

を
聞
く
機
会
を
設
け
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
で
き
る
限
り

学
生
が
現
場
を
イ
メ
ー
ジ
で
き

る
よ
う
工
夫
し
ま
し
た
。

授
業
紹
介

授
業
紹
介

授
業
紹
介

①

③

②
毒
蝮
三
太
夫
先
生
の
授
業

Ｒ
Ｅ
科
目

﹁
一
流
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を訪ね

て
﹂

﹁
介
護
実
習
Ⅰ
﹂

オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施

毒蝮三太夫先生
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十
月
十
一
日（
日
）、関
東
学

生
陸
上
競
技
対
抗
選
手
権
大
会

が
神
奈
川
県
相
模
原
ギ
オ
ン
ス

タ
ジ
ア
ム
で
開
催
さ
れ
、本
学

か
ら
三
〇
〇
〇
㍍
障
害
に
大
西

夏
帆
選
手（
人
間
栄
養
学
部
二

年
）が
出
場
し
、見
事
七
位
入
賞

を
果
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
大
正
八（
一
九

一
九
）年
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

通
称「
関
東
イ
ン
カ
レ
」と
呼
ば

れ
、箱
根
駅
伝
と
並
ぶ
関
東
学

生
陸
上
競
技
連
盟
主
催
の
二
大

イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
で
す
。
毎
年
、

厳
し
い
参
加
標
準
記
録
を
突
破

し
た
強
豪
選
手
が
集
ま
り
、熱

戦
を
繰
り
広
げ
る
歴
史
あ
る
大

会
で
す
。

　

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡

大
の
影
響
に
よ
り
延
期
と
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、大
西
選
手
は

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
目
標
を

見
失
わ
ず
練
習
を
継
続
し
て
き

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、創
部
以

来
初
の
入
賞
を
果
た
し
、本
学

に
お
い
て
新
た
な
歴
史
を
刻
み

ま
し
た
。

（
聖
徳
大
学
陸
上
競
技
部

監
督　

佐
藤　

信
春
）

監
督
の
部
屋

聖
徳
大
学
陸
上
競
技
部

◯34

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
い
ま
だ
終
焉
し
て
な
い
今

年
の
冬
は
、
季
節
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
流
行

時
期
と
重
な
る
た
め
、
両
方
の

ウ
イ
ル
ス
に
気
を
つ
け
な
が
ら

生
活
を
送
る
こ
と
に
な
る
で

し
ょ
う
。

　

な
ぜ
か
と
言
い
ま
す
と
、
季

節
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル

ス
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
、

気
温
と
湿
度
が
低
い
と
、
共
に

ウ
イ
ル
ス
が
活
発
と
な
り
、
感

染
が
広
が
り
や
す
く
な
る
か
ら

で
す
。
し
た
が
っ
て
、
冬
は
、

お
部
屋
を
暖
か
く
、
加
湿
す
る

（
加
湿
器
で
な
く
と
も
、
お
湯

を
わ
か
す
な
ど
で
も
結
構
で

す
）こ
と
が
大
切
で
す
。
た
だ

し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
と
し
て
、
換
気
は
と
て
も
有

効
で
す
の
で
、
暖
を
取
り
な
が

ら
、
三
十
分
か
ら
六
十
分
ご
と

に
窓
を
少
し
開
け
る
な
ど
の
換

気
も
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

一
方
私
た
ち
自
身
の
免
疫
を

高
め
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
つ

ま
り
、ス
ト
レ
ス
を
上
手
に
発

散
さ
せ
、
年
齢
相
応（
大
人
で

は
七
時
間
）の
十
分
な
睡
眠
を

取
る
こ
と
も
重
要
で
す
。
ま
た

鍋
物
な
ど
温
か
く
野
菜
た
っ
ぷ

り
の
お
食
事
を
召
し
上
が
り
、

前
号
で
も
お
話
し
い
た
し
ま
し

た
よ
う
に
デ
ザ
ー
ト
に
果
物
を

い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

　

新
し
い
年
に
な
り
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
予
防
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
が
広
く
行
わ
れ
る
日
を

心
待
ち
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

（
所
長　

宮
川　

三
平
）

今
年
の
冬
も
暖
か
く
加
湿
と

換
気
も
し
な
が
ら
過
ご
し
ま
し
ょ
う

保
健
セ
ン
タ
ー  

所
長
だ
よ
り

+
+

　

本
学
人
間
栄
養
学
部
を

卒
業
し
た
南み

な
み

埜の

有ゆ

貴き

さ
ん

が
レ
シ
ピ
を
考
案
し
た
ス

イ
ー
ツ「
松
戸
白
宇
宙
か

ぼ
ち
ゃ
の
濃
厚
ク
リ
ー
ム

プ
リ
ン
」が
、今
年
も
松
戸
市

の
商
業
施
設「
キ
テ
ミ
テ

マ
ツ
ド
」の
フ
ー
ド
コ
ー
ト

に
て
、十
月
二
十
六
日（
月
）

か
ら
十
月
三
十
一
日（
土
）

ま
で
の
期
間
限
定
で
販
売
さ
れ

ま
し
た
。

　

同
ス
イ
ー
ツ
は
、
南
埜
さ
ん

が
一
年
次
に
応
募
し
た「
第
五

回
松
戸
白
宇
宙
か
ぼ
ち
ゃ
レ
シ

ピ
コ
ン
テ
ス
ト
」（
一
般
社
団
法

人
松
戸
白
宇
宙
か
ぼ
ち
ゃ
の
会

主
催
／
二
〇
一
六
年
開
催
）に

お
い
て
、
奨
励
賞
を
受
賞
し
た

も
の
で
す
。
宇
宙
か
ぼ
ち
ゃ
の

素
朴
な
甘
み
を
引
き
立
て
る
よ

う
、
上
白
糖
で
は
な
く
て
ん
さ

い
糖
を
使
用
し
、
と
ろ
け
る
よ

う
な
食
感
と
濃
厚
な
味
わ
い
に

仕
上
げ
ま
し
た
。

　

昨
年
同
様
、ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン

時
期
の
六
日
間
に
、
一
日
あ
た

り
二
十
個
限
定
で
販
売
さ
れ
、

幻
の
ス
イ
ー
ツ
と
な
り
ま
し
た
。

とろけるような食感が魅力

　

尋
常
な
ら
ざ
る
年
が
慌
た
だ

し
く
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
干
支
の
ね
ず
み
を
わ
れ

ら
が
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー“
ぐ
り

と
ぐ
ら
”で
締
め
く
く
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

中
川
李
枝
子
作
・
大
村
百
合

子
絵『
ぐ
り
と
ぐ
ら
』が
出
版
さ

れ
た
の
は
、
一
九
六
三
年
、
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
前
年
で
し

た
。
福
音
館
の
月
刊
絵
本「
こ

ど
も
の
と
も
」に
掲
載
さ
れ
る

や「
お
り
ょ
う
り
を
す
る
こ
と　

た
べ
る
こ
と
」が
い
ち
ば
ん
好

き
な
二
匹
は
日
本
を
代
表
す
る

ね
ず
み
に
な
り
ま
し
た
。シ
リ
ー

ズ
化
さ
れ
、
各
国
語
に
も
翻
訳

さ
れ
て
い
ま
す
。
わ
が
家
の
娘

も
大
き
な
カ
ス
テ
ラ
が
い
た
く

お
気
に
入
り
で
し
た
。二
〇
一
三

年
に
は
、『
ぐ
り
と
ぐ
ら
』誕
生

五
十
周
年
を
記
念
し
て
点
字
版

が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
見
え
に

く
い
人
も
触
っ
て
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
透
明
な
樹
脂
イ

ン
ク
で
盛
り
上
げ
て
印
刷
さ
れ

た
触
図
と
絵
の
位
置
は
ず
れ
て

い
ま
す
。
見
え
る
人
も
見
え
に

く
い
人
も
一
緒
に
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
た
め
の
工
夫
な
の
で

す
が
、
何
故
だ
か
わ
か
り
ま
す

か
。

　
『
ぐ
り
と
ぐ
ら
』は
、
保
育
士

と
し
て
十
七
年
に
わ
た
っ
て
、

子
ど
も
た
ち
に
眼
差
し
を
向
け

て
き
た
中
川
李
枝
子
に
よ
っ
て

世
に
送
ら
れ
ま
し
た
。ミ
ル
ン

の『
く
ま
の
プ
ー
さ
ん
』、キ
ャ

ロ
ル
の『
不
思
議
の
国
の
ア
リ

ス
』、ポ
タ
ー
の『
ピ
ー
タ
ー
ラ

ビ
ッ
ト
の
お
は
な
し
』と
い
い
、

作
者
が
身
近
な
子
ど
も
を
喜
ば

せ
た
い
と
い
う
一
心
で
創
っ
た

作
品
が
、
子
ど
も
た
ち
を
ず
っ

と
喜
ば
せ
続
け
て
い
ま
す
。
ど

こ
の
国
の
誰
が
言
っ
た
か
分
か

り
ま
せ
ん
が
、「
芸
術
家
は
そ
の

持
て
る
力
を
子
ど
も
に
捧
げ
る

の
で
あ
る
」を
思
い
だ
し
ま
す
。

　

末
尾
に
な
り
ま
す
が
、『
聖
徳

フ
ラ
ッ
シ
ュ
』の
こ
の
一
年
の

ご
愛
読
を
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

来
る
年
が
よ
い
年
と
な
り
ま
す

よ
う
祈
念
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

（
館
長　

村
山　

隆
雄
）

み
ん
な
大
好
き＂
ぐ
り
と
ぐ
ら
＂

第
₉₉
回

関
東
学
生
陸
上
競
技
対
校

選
手
権
大
会  

初
入
賞
！

川
並
弘
昭
記
念
図
書
館
・
聖
徳
博
物
館  

館
長
だ
よ
り

聖
徳
大
学
文
学
部
の
学
生
が

﹁
流
山
市
立
お
お
た
か
の
森

子
ど
も
図
書
館
﹂で

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
体
験

〜
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
み
え
る
も
の
〜

Ｑ
．
ど
の
よ
う
な
図
書
館
で
し

た
か
？

　
「
流
山
市
立
お
お
た
か
の
森

子
ど
も
図
書
館
」は
流
山
市
立

お
お
た
か
の
森
小
学
校･

中
学

校
の
敷
地
内
に
併
設
さ
れ
て
い

ま
す
。学
校
図
書
館
と
つ
な
が
っ

て
い
る
設
計
に
驚
き
ま
し
た
。

Ｑ
．何
の
仕
事
を
し
ま
し
た
か
？

　

さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を
体
験
し

ま
し
た
。
ま
ず
カ
ウ
ン
タ
ー
業

務
で
す
。
職
員
の
方
に
近
く
に

付
い
て
い
た
だ
い
た
た
め
安
心

し
て
行
え
ま
し
た
。
難
し
い
対

応
の
時
は
隣
で
見
学
し
ま
し
た
。

お
客
さ
ま
に
対
す
る
き
め
細
か

な
声
掛
け
や
気
遣
い
を
目
の
当

た
り
に
し
、
と
て
も
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。
他
に
は
修
理
の
作

業
で
す
。セ
ロ
ハ
ン
テ
ー
プ
を

剥
が
す
た
め
の
液
体
が
あ
る
こ

と
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
そ

の
液
体
で
テ
ー
プ
を
剥
が
し
た

り
、
破
れ
た
箇
所
を
テ
ー
プ
で

補
強
し
た
り
し
ま
し
た
。

Ｑ
．コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
の

学
び
は
あ
り
ま
し
た
か
？

　

感
染
防
止
対
策
と
し
て
、
利

用
者
に
滞
在
時
間
を
一
時
間
以

内
に
す
る
よ
う
お
願
い
し
た
り
、

本
を
消
毒
し
て
タ
オ
ル
で
拭
い

た
り
し
ま
し
た
。
利
用
者
は
、

平
日
は
少
な
く
て
も
、
休
日
は

多
か
っ
た
で
す
。
図
書
館
が
非

常
事
に
お
い
て
も
人
々
に
必
要

と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
、

図
書
館
の
役
割
に
つ
い
て
改
め

て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
高
藤
さ
ん
が
参

加
し
た「
流
山
市
立
お
お
た
か

の
森
子
ど
も
図
書
館
」
の
他
、

「
鎌
ケ
谷
市
立
図
書
館
」「
流
山

市
立
森
の
図
書
館
」か
ら
学
生

を
受
け
入
れ
る
協
力
が
あ
り
、

本
学
部
図
書
館
情
報
コ
ー
ス
の

三
年
生
四
名
が
、イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
に
参
加
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ど
の
図
書
館
で
も

感
染
防
止
対
策
が
実
施
さ
れ
、

学
生
た
ち
は
実
体
験
を
通
し
て
、

図
書
館
の
存
在
意
義
や
、
平
常

時
と
緊
急
時
の

サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
学
び
ま
し

た
。
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
経
験

は
、
今
後
の
就

職
活
動
に
大
い

に
役
立
つ
こ
と

で
し
ょ
う
。

カウンター業務を行う高藤さん

利用予約された図書を整理する

水濠を越える大西夏帆選手（後方）

高藤 美優さん

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
状
況
下
で
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
ど
の
よ

う
に
実
施
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。コ
ロ
ナ
禍
で
特
別
な

対
応
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
本
学
文
学
部
の
学
生
が
参
加
し
た
、
図
書
館
で
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
紹
介
し
ま
す
。

●

高
藤
美
優
さ
ん
︵
文
学
部
文
学
科
図
書
館
情
報
コ
ー
ス
三
年
生
︶

◆
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
先
：
流
山
市
立
お
お
た
か
の
森
子
ど
も
図
書
館

聖
徳
大
学
人
間
栄
養
学
部
卒
業
生
考
案を

今
年
も
販
売

を

﹁
松
戸
白
宇
宙
か
ぼ
ち
ゃ
の

濃
厚
ク
リ
ー
ム
プ
リ
ン
﹂
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●
法
人
役
員
関
係

五
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　

河
村　

守
康

様

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　

山
口　

富
彌

様

︵
一
、〇
五
〇
、〇
〇
〇
円
︶

●
教
職
員
関
係

三
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　

山
川　

智
恵
子
様

︵
一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
︶

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　

中
山　

博
子

様

﹁
聖
徳
教
育
学
術
振
興
募
金
﹂
寄
付
者
芳
名
一
覧

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

三
〇
、〇
〇
〇
円

　

宮
川　

三
平

様
︵
七
〇
、〇
〇
〇
円
︶

一
〇
、〇
〇
〇
円

　

竝
木　

崇
康　

様

︵
二
三
〇
、〇
〇
〇
円
︶

匿
名
希
望
者
合
計

●

合
計

一
二
件

一
、二
七
〇
、〇
〇
〇
円

●

累
計

三
九
四
件
六
六
、九
八
八
、〇
四
一
円

●

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
●

東
京
聖
徳
学
園
募
金
課
Ｔ
Ｅ
Ｌ
．０
４
７-

３
６
５-

１
１
１
１︵
代
︶

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
スhttps://seitoku-u.ac.jp

/donation/

聖徳 募金
検 索 ▲

︵
注
︶公
開
を
ご
希
望
さ
れ
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
掲
載
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

令
和
二
年
十
月
末
ま
で
に
寄
付
が
特
定
で
き
ま
し
た
方
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

︵
な
お
、お
振
込
の
照
会
に
時
間
が
か
か
り
、
掲
載
が
遅
れ
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
際
に

は
、
次
号
に
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。︶

●
香
和
会
関
係

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　

森
田　

節
子

様

︵
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円
︶

﹁
聖
徳
大
学
香
和
会
五
十
周
年
記
念
奨
学
基
金
﹂

寄
付
者
芳
名
一
覧

●

合
計

一
件

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

●

累
計

三
一
件

三
四
、六
三
六
、五
〇
〇
円

　

令
和
二
年
九
月
三
十
日（
水
）、

本
校
に
お
い
て「
令
和
二
年
度

秋
季
卒
業
証
書
授
与
式
」を
挙

行
し
ま
し
た
。
卒
業
生
は
緊
張

し
た
面
持
ち
で
入
場
し
ま
し
た

が
、
証
書
授
与
の
際
は
し
っ
か

り
と
正
面
を
見
据
え
ま
し
た
。

　

今
秋
は
、
席
の
間
隔
を
と
り
、

保
護
者
も
参
列
で
き
る
よ
う
対

策
を
講
じ
ま
し
た
。
川
並
順
校

長
が「
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
家

族
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
に
」と
述
べ
る
と
、
卒
業
生

は
神
妙
な
顔
つ
き
で
頷
い
て
い

ま
し
た
。

　

式
典
の
後
、
卒
業
生
は「
学

園
長
先
生
や
校
長
先
生
の
話
を

聞
い
て
卒
業
へ
の
実
感
が
湧
き

ま
し
た
」と
晴
れ
や
か
な
笑
顔

で
話
し
ま
し
た
。
家
族
と
笑
顔

で
記
念
写
真
を
撮
っ
た
り
、
紫

色
の
証
書
ケ
ー
ス
を
胸
に
抱
い

た
り
す
る
姿
は
皆
輝
い
て
お
り
、

喜
び
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

卒
業
生
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の

課
題
に
向
き
合
い
、
一
歩
ず
つ

前
に
進
み
手
に
し
た
卒
業
証
書

と
資
格
は
、
今
後
の
人
生
に
大

き
く
役
立
つ
こ
と
で
し
ょ
う
。

社
会
人
と
し
て
い
つ
の
日
か
本

校
に
近
況
を
報
告
し
に
来
て
く

れ
る
日
を
、
教
職
員
一
同
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

願
い
を
叶
え
た
秋
季
卒
業
証
書
授
与
式

　

朝
晩
の
寒
く
な
り
始
め
た
十

月
下
旬
の
松
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、

「
オ
モ
イ
ガ
ワ
」と
い
う
桜
が
花

を
咲
か
せ
ま
し
た
。
今
年
二
度

目
の
開
花
で
す
。
こ
の
季
節
外

れ
の
開
花
は「
不
時
現
象
」と
呼

ば
れ
、涼
し
く
な
っ
た
秋
口
に

偶
然
に
も
気
温
が
高
く
な
っ
た

日
を
桜
が「
春
が
来
た
」と
勘
違

い
し
、開
花
の
サ
イ
ク
ル
を
早

め
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
る
現

象
で
す
。

　

こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
る
大

学
・
短
期
大
学
部
で
は
、秋
学

期
よ
り
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
を

併
用
し
た
授
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
学
生
の
姿
が
戻
り
つ
つ

あ
る
構
内
で
は
、感
染
予
防
対

策
に
こ
れ
ま
で
以
上
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
対
策
は
キ
ャ
ン
パ
ス
へ

の
入
構
前
か
ら
既
に
始
ま
っ
て

お
り「
登
校
前
チ
ェ
ッ
ク
票
」と

呼
ば
れ
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
へ
の

登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
入

構
時
の
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
カ

メ
ラ
を
利
用
し
た
非
接
触
型

体
温
計
に
よ
る
体
調
不
良
者
の

チ
ェ
ッ
ク
、手
指
ア
ル
コ
ー
ル

設
置
場
所
の
増
加
、飛
沫
感
染

防
止
シ
ー
ト
の
設
置
な
ど
物
理

的
に
で
き
る
予
防
に
加
え
、手

洗
い
の
励
行
や
室
内
の
換
気
、

密
集
を
回
避
す
る
動
線
の
確
保
、

小
ま
め
な
除
菌
作
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、こ
れ
ま
で
実

施
し
た
対
策
の
見
直
し
も
頻
繁

に
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
例

と
し
て
、入
構
時
の
体
温
計
カ

メ
ラ
映
像
を
入
構
者
と
共
有
で

き
る
モ
ニ
タ
ー
の
設
置
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
出
入

り
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
、密
に

な
る
要
素
を
回
避
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

す
ぐ
に
は
収
束
し
な
い
感
染

症
へ
の
対
策
は
、日
々
工
夫
を

し
な
が
ら
更
新
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
か
ら
の
ご
寄
付
は
学
生

の
安
全
と
安
心
を
守
る
た
め
の

学
内
整
備
に
役
立
て
ら
れ
て
い

ま
す
。
来
年
、満
開
の
桜
が
咲

く
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、学
生
が
集

え
る
穏
や
か
な
春
を
迎
え
ら
れ

る
よ
う
、共
に
協
力
し
て
感
染

症
予
防
に
努
め
て
ま
い
り
ま

し
ょ
う
。

﹁
聖
徳
教
育
学
術
振
興
募
金

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
へ
の
ご
支
援
﹂の

お
願
い

募
金
だ
よ
り

　

各
実
習
園
の
多
大
な
協
力
の

も
と
、コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
保
育

科
第
一
部
二
年
生
と
保
育
科
第

二
部
二
年
生
が
十
日
間
の
幼
児

教
育
実
習
に
臨
み
ま
し
た
。
一

部
二
年
生
は
保
育
所
や
施
設
の

実
習
を
既
に
経
験
し
最
後
の
実

習
と
な
り
、
二
部
二
年
生
は
二

回
目
の
実
習
で
、
今
後
保
育
所

や
施
設
の
実
習
へ
と
続
き
ま
す
。

　

通
常
は
六
月
か
ら
幼
児
の
指

導
法
を
学
び
、
教
材
を
準
備
し

て
徐
々
に
実
習
へ
の
気
持
ち
を

高
め
て
い
き
ま
す
。し
か
し
今
年

は
前
期
が
リ
モ
ー
ト
授
業
だ
っ

た
た
め
、
九
月
に
授
業
を
開
始

す
る
と
同
時
に
、
実
習
に
向
け

た
事
前
指
導
も
始
ま
り
ま
し
た
。

学
生
は
笑
顔
を
見
せ
な
が
ら
も
、

実
習
が
近
づ
き
緊
張
し
て
い
る

様
子
で
し
た
。

　

小
学
校
の
よ
う
な
教
科
書
が

無
い
幼
児
教
育
で
は
、
子
ど
も

た
ち
は
遊
び
を
通
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
こ
と
を
学
び
ま
す
。
そ
の

た
め
保
育
者
は
、
三
歳
児
か
ら

五
歳
児
の
発
達
に
合
っ
た
遊
び

を
見
出
し
、
必
要
な
教
材
を
作

成
し
て
幼
児
に
提
供
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

各
園
の「
実
習
前
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
」に
参
加
す
る
と
、

い
よ
い
よ
学
生
は
実
習
を
身
近

に
感
じ
ま
す
。
手
遊
び
を
覚
え
、

ピ
ア
ノ
の
練
習
に
励
み
、
指
導

案（
保
育
計
画
）を
作
成
す
る
な

ど
準
備
に
拍
車
が
か
か
り
ま
し

た
。
そ
し
て
一
所
懸
命
臨
ん
だ

実
習
先
で
は
、
学
生
は
運
動
会

や
遠
足
な
ど
秋
の
行
事
も
体
験

し
ま
し
た
。

　

緊
張
し
な
が
ら
も
十
日
間
の

実
習
を
無
事
に
終
え
本
校
に
戻
っ

て
き
た
学
生
た
ち
。
今
で
は
そ

の
思
い
出
を
笑
顔
で
語
り
、
今

後
の
保
育
者
と
し
て
の
人
生
に

期
待
を
膨
ら
ま
せ
て
、
さ
ら
に

勉
学
に
励
ん
で
い
ま
す
。

幼
児
教
育
実
習

園
児
の
笑
顔
に
支
え
ら
れ
て
学
ぶ

幼
児
教
育
専
門
学
校

幼
児
教
育
専
門
学
校

附
属
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

附
属
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

　歴史や伝統を重ねた「聖徳祭」は、38回を迎える今年度が最後となりました。
昨秋に明和会（生徒会）が今年の聖徳祭テーマを募集し始めた時には、誰もが
知りえなかったコロナ禍での開催となりました。逆風の中でも、5月の休校期
間中に明和会生徒は「この環境で何ができるのか」互いに連絡を取り情報を交
換し合いました。学校が再開してからは、部活動部長、委員会委員長、学年委員

　今年度の英語劇は、10月3日（土）のEnglish Dayに実施しました。
　1年生S探究コースは“The Restaurant Wild Cat House”、LAコースは “The King 
is Coming to this Town”を発表しました。また2年生は台本を新たにし、S探究コース
は“A Lucky Day”、LAコースは“At a Restaurant”、そして3年生は“Cinderella”を発
表しました。どの学年もオリジナルの台詞を加え、工夫を凝らした内容に仕上げました。
　学校が再開した 6月にスケジュールを組み直し、7月から台本の読み合わせや配役
決めを行いました。9月にはコーチを招いて指導を受ける機会を設け、本番に向けて
練習を積み重ねました。本番直前は緊張した様子でしたが、舞台上ではどのクラスも

長も加わり企画を練りました。教員からの助言のもと生徒主体で準
備を進め、「第38回聖徳祭」をWEB公開で開催することができました。
　9月26日（土）、校内ではWEB公開だけでなく、参加する団体の演
技や催し物を生徒たちが観賞できるようにしました。ダンス部、バ
トン部、マーチングバンド部の見事なパフォーマンス、水泳部のシ
ンクロナイズド・スイミング、管弦楽部や吹奏楽部の演奏などに皆
心が打たれました。クラスや有志による参加数は例年より少なか
ったものの、全員が楽しめる企画を各団体が考え発表しました。グ
ランドフィナーレは、最高学年の6年生（高3）が明るく力強い演技
を披露し有終の美を飾り、教員や下級生に感動と勇気を与えました。

　コロナ禍で苦境の多い“最後の聖徳祭”となりましたが、生徒た
ちがこの経験を、新生光英VERITAS中高での行事や生活に生かし
てくれることに多くの期待が寄せられています。

リハーサルを上回るパフォーマンスを見せ、これまでの練習の成果を発揮しました。コロナ禍
で多くの制限がある状況下でも、生徒たちにとって充実感のある発表会となりました。

　最も演技力が光った3年生は、後日開催された学校
説明会で生徒の成果発表として英語劇を披露しまし
た。説明会の参加者からは賞賛の声が上がりました。
　一所懸命に覚えた英文や表現動作は何年たっても
忘れません。この貴重な経験や自ら発見した課題は今
後の英語学習に生かされていくことでしょう。

最後の聖徳祭
テーマは

“Never Ending Story
これまでと、これからと”

English Day 中学校英語劇発表会

実習前の事前指導の様子（本校にて）

非接触型体温計に新たに設置したモニター
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十
二
月
五
日（
土
）に
、本
園

の
ホ
ー
ル
お
よ
び
二
階
保
育
室

で
作
品
展
を
行
い
ま
す
。
今
年

は
学
年
ご
と
に
見
学
す
る
時
間

帯
を
定
め
、そ
の
中
で
保
護
者

と
園
児
が
、自
分
や
友
達
の
作

品
を
見
て
ま
わ
り
ま
す
。

　

満
三
歳
児
は
、紙
コ
ッ
プ
で

ロ
ケ
ッ
ト
を
作
っ
た
り
、ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
で
マ
ラ
カ
ス
の
お
も
ち
ゃ

を
作
っ
た
り
し
ま
し
た
。「
マ

ラ
カ
ス
の
中
に
い
ろ
い
ろ
な
も

の
が
入
っ
て
い
る
ね
。
ど
ん
な

音
が
出
る
の
か
な
」と
友
達
と

話
し
な
が
ら
作
り
ま
し
た
。
年

少
組
は
絵
本
を
テ
ー
マ
に
制
作

に
励
み
ま
し
た
。
紙
粘
土
製
の

人
形
、ワ
ン
ピ
ー
ス
の
柄
ま
で

自
ら
考
え
た
ペ
ー

プ
サ
ー
ト
、ケ
ー
キ

の
形
を
し
た
は
り

ぼ
て
な
ど
共
同
制

作
に
よ
る
作
品
を

展
示
し
ま
す
。
年

中
組
は
運
動
会
の

遊
戯
で
披
露
し
た

「
ス
イ
ミ
ー
」に
ち

な
み「
海
」を
テ
ー

マ
に
し
ま
し
た
。

魚
を
作
り
、版
画
で
海
を
表
現

し
ま
す
。「
き
れ
い
に
で
き
た

ね
」と
褒
め
ら
れ
喜
び
の
表
情

を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。
年
長

組
は
、創
立
当
初
か
ら
続
い
て

い
る
指
人
形
作
り
で
す
。
好
き

な
動
物
の
頭
を
新
聞
紙
で
作
り
、

針
と
糸
を
使
っ
て
一
針
一
針
縫

い
洋
服
を
仕
上
げ
ま
す
。
他
に

も
、夏
休
み
に
育
て
た
ア
サ
ガ

オ
の
花
、タ
マ
ネ
ギ
の
皮
、コ
ー

ヒ
ー
豆
等
を
使
っ
て
絞
り
染
め

の
バ
ッ
グ
を
作
り
ま
す
。
模
様

が
ど
う
な
る
か
ワ
ク
ワ
ク
し
な

が
ら
、ビ
ー
玉
や
輪
ゴ
ム
で
絞

り
染
め
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

今
年
も
さ
ま
ざ
ま
な
素
材
で

子
ど
も
た
ち
が
一
所
懸
命
思
い

を
込
め
て
制
作
し
ま
し
た
。
作

品
展
を
通
し
て
、幼
稚
園
で
の

様
子
や
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を

伝
え
て
い
き
ま
す
。

頑
張
っ
て
作
っ
た
よ

「
作
品
展
」を
開
催
し
ま
す

聖
徳
学
園
八
王
子
中
央
幼
稚
園

●
●
●
●

●

幼
稚
園
短
信

幼
稚
園
短
信

●聖
徳
学
園
三
田
幼
稚
園

　

三
歳
児
は
十
月
十
三
日（
火
）、

初
め
て
の
遠
足
が
あ
り
ま
し
た
。

幼
稚
園
バ
ス
に
乗
っ
て
新
宿
御

苑
に
行
き
ま
し
た
。「
先
生
、
大

き
い
ド
ン
グ
リ
あ
っ
た
」「
お
母

さ
ん
へ
の
お
土
産
だ
よ
」と
ド
ン

グ
リ
拾
い
を
楽
し
ん
だ
り
、
芝

生
の
上
で
走
っ
た
り
寝
転
が
っ

た
り
、
集
団
遊
び
を
し
た
り
し

て
大
喜
び
で
し
た
。
そ
し
て
、

お
弁
当
を
幼
稚
園
に
戻
っ
て
き

て
か
ら
食
べ
ま
し
た
。

　

四
歳
児
は
十
月
十
六
日（
金
）、

幼
稚
園
バ
ス
で
飛
行
機
が
間
近

に
見
え
る
城
南
島
海
浜
公
園

（
東
京
都
大
田
区
）に
行
き
ま
し

た
。
海
辺
で「
先
生
、
こ
れ
貝
で

す
か
」「
こ
の
石
か
っ
こ
い
い
」

と
言
っ
て
拾
い
集
め
た
り
、
波

打
際
で
大
き
い
波
が
や
っ
て
く

る
と「
ぬ
れ
ち
ゃ
う
よ
」「
怖
く

な
い
よ
」と
は
し
ゃ
い
だ
り
し

て
い
ま
し
た
。ド
ン
グ
リ
も
た

く
さ
ん
拾
え
て
大
満
足
で
し
た
。

　

五
歳
児
は
十
月
二
十
日（
火
）、

「
は
と
バ
ス
」に
乗
っ
て
埼
玉
県

新
座
市
の
尾
崎
農
園
に
芋
掘
り

遠
足
に
行
き
ま
し
た
。サ
ツ
マ

イ
モ
は
も
ち
ろ
ん
、ダ
イ
コ
ン

や
ニ
ン
ジ
ン
、サ
ト
イ
モ
等
た

く
さ
ん
の
野
菜
が
あ
り
ま
し
た
。

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
と
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー

畑
で
は
、「
葉
っ
ぱ
同
じ
だ
よ
」

「
で
も
少
し
色
が
ち
が
っ
て
る

よ
」と
普
段
の
生
活
で
は
発
見

で
き
な
い
違
い
を
見
つ
け
興
味

津
々
な
様
子
で
観
察
し
ま
し
た
。

実
際
に
イ
モ
を
掘
り
始
め
る
と
、

泥
だ
ら
け
に
な
っ
た
手
や
、土
か

ら
出
て
く
る
虫
た
ち
に
驚
き
な

が
ら
も
畑
の
土
の
感
触
を
味
わ
い
、

大
騒
ぎ
で
掘
り
進
め
ま
し
た
。

　

学
年
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
の
秋

の
自
然
を
満
喫
し
、
収
穫
の
喜

び
を
存
分
に
味
わ
う
こ
と
で
、

季
節
の
移
り
変
わ
り
に
興
味
・

関
心
を
持
つ
こ
と
の
で
き
る
行

事
に
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
の
感
じ
る
心
や
言
葉
を
大
切

に
し
て
ま
い
り
ま
す
。

み
ん
な
で
楽
し
ん
だ

秋
の
遠
足

海を泳ぐ魚だよ

なんの動物を作ろうかな？

附

属

小

学

校

附

属

小

学

校

　

九
月
三
十
日（
水
）と
十
月

二
十
四
日（
土
）に
、
大
手
進
学

塾
の
コ
ー
ス
別
国
語
お
よ
び
算

数
の
最
上
位
コ
ー
ス
を
指
導
す

る
講
師
を
そ
れ
ぞ
れ
招
き
、
中

学
受
験
の
心
構
え
や
勉
強
法
に

つ
い
て
の
講
話
を
開
催
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
で

中
止
と
な
っ
た
四
年
生
対
象

「
勉
強
合
宿
」の
代
替
と
し
て
、

学
び
の
機
会
を
失
わ
な
い
こ
と

を
目
的
に
企
画
し
た
も
の
で
す
。

　

九
月
三
十
日
は
、
算
数
の
話

で
し
た
。
冒
頭
で
図
形
問
題
が

出
さ
れ
ま
し
た
。「
で
き
た
人
は
、

解
き
方
を
三
つ
考
え
て
み
て
」。

一
つ
の
解
き
方
で
満
足
す
る
こ

　

新
型
コ
ロ
ナ
で
中
止
と
な
っ
た

「
聖
徳
祭
」の
代
わ
り
に
、
十
月

十
六
日（
金
）、「
吹
奏
楽
ク
ラ
ブ

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
」「
六
年
卒
業

演
奏
」「
五
年
和
太
鼓
演
舞
」の

Ｄ
Ｖ
Ｄ
収
録
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
吹
奏
楽
ク
ラ
ブ
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
」で
は
、
四
曲
を
収
録
。

と
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
解
き
方

を
考
え
る
こ
と
で
、
柔
軟
な
思

考
力
が
鍛
え
ら
れ
る
の
で
す
。

　

十
月
二
十
四
日
は
、
国
語
と

社
会
科
の
話
で
し
た
。“
に
い

が
た
け
ん
”の
漢
字
を
問
わ
れ

る
と
、「
新
潟
県
」と
正
し
く
書

け
る
児
童
が
い
る
一
方
で
、

「
潟
」の
右
上
を「
日
」、
右
下
を

「
勿
」と
誤
っ
て
書
く
児
童
が
み

ら
れ
ま
し
た
。「
漢
字
は
読
め
て

も
書
け
な
い
こ
と
が
あ
る
か
ら
、

毎
日
書
き
ま
し
ょ
う
」と
ア
ド
バ

イ
ス
が
あ
り
ま

し
た
。さ
ら
に
、読

書
習
慣
は
読
解

力
向
上
に
つ
な

が
る
と
の
話
も
あ

り
ま
し
た
。社
会

科
で
は「
ニ
ュ
ー

ス
で
地
名
が
出

た
ら
地
図
で
確

か
め
る
な
ど
、す

ぐ
に
調
べ
る
習
慣
を
身
に
つ
け

ま
し
ょ
う
」と
基
礎
学
力
を
養

う
ヒ
ン
ト
を
教
わ
り
ま
し
た
。

　

二
人
の
講
師
の
話
を
き
っ
か
け

に
、「
聖
徳
の
子
」た
ち
は
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
し
て
い
く
こ
と
で
し
ょ

う
。

三
密
を
避
け
る
た
め
二
チ
ー
ム

に
分
か
れ
て
練
習
し
、
例
年
の

半
分
の
練
習
量
と
な
り
ま
し
た
。

六
年
生
は
新
人
生
の
フ
ォ
ロ
ー

を
し
な
が
ら
、
各
自
の
練
習
に

も
励
み
ま
し
た
。

　
「
六
年
卒
業
演
奏
」で
は
ビ
ゼ
ー

作
曲『
ア
ル
ル
の
女
』よ
り「
間

奏
曲
」「
フ
ァ
ラ
ン
ド
ー
ル
」に

挑
戦
し
ま
し
た
。
学
年
合
奏
は
、

各
児
童
の
意
欲
と
技
能
の
差
を

埋
め
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
と
な

り
ま
す
。『
ア
ル
ル
の
女
』が
ど

の
よ
う
な
意
図
で
作
曲
さ
れ
、

そ
の
意
図
を
汲
ん
で
演
奏
す
る

に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
皆
で

考
え
ま
し
た
。「
楽
曲
の
力
」を

大
切
に
し
な
が
ら
試
行
錯
誤
し

演
奏
す
る
う
ち
に
、
自
然
と
音

が
ま
と
ま
り
、
本
番
で
は
最
高

の
演
奏
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
五
年
和
太
鼓
演
舞
」は
、
音

楽
専
科
教
諭
と
児
童
の
共
作

「
神か

み

風か
ぜ

美び

打だ

音お
ん

」。
こ
の
タ
イ
ト

ル
は
児
童
か
ら
公
募
し
て
決
定

し
ま
し
た
。
休
み
時
間
に
音
楽

室
で
練
習
す
る
児
童
が
日
に
日

に
増
し
、
収
録
が
終
わ
っ
た
後

も「
ま
た
和
太
鼓
を
続
け
た
い

よ
」と
意
欲
的
で
し
た
。

　

体
育
館
で
の
練
習
日
に
は
他

の
学
年
も
見
学
に
訪
れ
ま
し
た
。

素
晴
ら
し
い
演
奏
に
圧
倒
さ
れ
、

感
想
文
に
は
上
級
生
に
対
す
る

強
い
憧
れ
の
気
持
ち
が
た
く
さ

ん
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

塾
の
先
生
か
ら
、
勉
強
法
に
つ
い
て
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
聞
き
ま
し
た

思
い
を
込
め
た
演
奏
を
形
に

〜
Ｄ
Ｖ
Ｄ
収
録
を
行
い
ま
し
た
〜

算数についての講話

国語・社会科についての講話

卒業演奏収録風景

取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

　

本
校
吹
奏
楽
部
は

九
月
二
十
日（
日
）宇

都
宮
市
文
化
会
館
に

て
開
催
さ
れ
た「
東

関
東
優
秀
団
体
演
奏

会
」に
出
演
し
ま
し

た
。
他
の
出
場
校
は
、

常
総
学
院
高
等
学
校
、

市
立
習
志
野
高
等
学

校
、
市
立
柏
高
等
学

校
、
作
新
学
院
高
等

学
校
で
す
。

　

今
年
は
三
月
か
ら

五
月
ま
で
全
国
一
斉

に
学
校
が
休
校
し
、

今
ま
で
の
生
活
が
一
変
し
ま
し

た
。
学
校
で
勉
強
し
、
友
人
と

語
り
合
い
、
部
活
動
に
励
む
日

常
が
、
ど
ん
な
に
貴
重
で
大
切

な
も
の
か
改
め
て
気
づ
く
機
会

に
な
り
ま
し
た
。

　

本
校
は
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

全
国
大
会
に
出
場
し
た
こ
と
が

一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
。
本
演
奏

　10月17日（土）と18日（日）に「第38回聖徳祭」を開催しました。
　今年は新型コロナウイルス感染予防対策のため、保護者などの
一般公開を中止し、生徒による内部公開のみで開催しました。今
年度のテーマは「Best Memory」。学校行事の中止が相次ぐ中だ
からこそ、思い出深い「聖徳祭」にしたい。そんな思いを込めました。

　コロナ禍のため、多くの
制約の中で過ごしてきた
生徒たちは、その複雑な思
いを晴らすかのように、み
なぎるパワーを各アイデア
やパフォーマンスに反映
させました。2日間の聖徳
祭は成功し、皆充実した時
間を過ごしました。

　来場できなかった保護者や聖徳祭を心待ちにする方へ活動の
様子を届けるため、オンラインでの公開も企画しました。ホーム

会
へ
出
演
の
話
が
来

た
当
初
は
、
全
国
大
会

常
連
校
と
肩
を
並
べ

て
同
じ
ス
テ
ー
ジ
に

参
加
す
る
こ
と
に
驚

き
や
う
れ
し
さ
を
抱

い
た
一
方
で
、
躊
躇
す

る
気
持
ち
も
芽
生
え

ま
し
た
。「
私
た
ち
に

何
が
で
き
る
の
か
、
何

を
す
べ
き
な
の
か
」を

生
徒
が
真
剣
に
考
え

た
結
果
、
普
段
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
方
々
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
を
、
本

演
奏
会
で
音
楽
に
込
め
て
伝
え

る
こ
と
だ
と
気
づ
き
ま
し
た
。

　

レ
ベ
ル
の
高
い
他
校
と
共
に

演
奏
を
披
露
し
た
こ
と
で
、
本

校
吹
奏
楽
部
の
進
む
べ
き
方
向

性
も
再
確
認
で
き
ま
し
た
。
自

分
た
ち
に
し
か
奏
で
ら
れ
な
い

音
楽
を
目
指
し
て
、
こ
れ
か
ら

も
部
活
動
に
励
ん
で
い
き
ま
す
。ページ制作や動画配信は、企画から運営に

至るまで生徒が手掛けました。
　当日の様子は本校ホームページ「聖徳祭
特設サイト」で視聴できます。新型コロナに
負けず、さまざまな工
夫をして、生き生きと
活動する生徒たちの
笑顔や頼もしい姿を、
ぜひご覧ください。

東
関
東
優
秀
団
体
演
奏
会
出
演

第38回  聖徳祭  Best Memory
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十
月
二
十
二
日（
木
）本
園
に

て
、
聖
徳
大
学
児
童
学
科
の
幼

稚
園
教
員
コ
ー
ス
一
年
生
、
特

別
支
援
教
育
コ
ー
ス
一
年
生
、

外
部
編
入
三
年
生
を
対
象
と
し

た
実
習
見
学
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

毎
年
、
学
生
が
ス
ム
ー
ズ
に

実
習
に
臨
め
る
よ
う
に
す
る
た

め
実
習
前
に
附
属
園
を
訪
れ
、

園
児
の
様
子
や
実
態
、
教
員
の

指
導
や
仕
事
な
ど
を
見
学
し
ま

す
。
例
年
は
保
育
室
で
実
際
に

幼
児
と
一
緒
に
関
わ
っ
て
遊
び

ま
す
が
、
今
年
は
園
児
と
学
生

の
安
心
・
安
全
に
配
慮
し
触
れ

合
う
時
間
を
と
り
や
め
ま
し
た
。

ま
た
園
内
の
見
学
を
四
グ
ル
ー

プ
に
分
散
し
て
行
い
、
感
染
防

止
対
策
を
講
じ
ま
し
た
。
学
生

は
保
育
室
や
園
庭
で
遊
ぶ
幼
児

の
様
子
を
廊
下
や
テ
ラ
ス
か
ら

観
察
し
、
大
学
教
員
か
ら
の
説

明
を
熱
心
に
聞
い
て
メ
モ
を

取
っ
て
い
ま
し
た
。

　

全
体
会
で
は
、
満
三
歳
児
パ

ン
ダ
組
が
運
動
会
の
遊
戯「
ぴ

か
ぴ
か
ウ
サ
ギ
の
マ
ー
チ
」を
、

三
歳
児
桜
組
が
遊
戯「
ロ
ッ
ク

ン
ロ
ー
ル
パ
ン
ダ
パ
ン
」を
踊

り
ま
し
た
。
四
歳
児
梅
組
は
、

巧
技
台
や
ビ
ー
ム（
平
均
台
）、

リ
ン
グ
の
中
で
の
ケ
ン
ケ
ン
パ

等
、
運
動
す
る
姿
を

披
露
し
ま
し
た
。
五

歳
児
松
組
は
、
運
動

会
の
マ
ス
ゲ
ー
ム

「
ち
び
っ
こ
サ
ー
カ

ス
団
」を
見
せ
ま
し

た
。
曲
に
合
わ
せ
た

隊
形
変
化
や
、
友
達

と
協
力
し
て
行
う

組
体
操
、リ
ズ
ム
棒

を
使
っ
た
難
し
い

動
作
を
見
た
学
生

た
ち
か
ら
、
大
き
な

拍
手
が
上
が
り
ま

し
た
。

　

四
学
年
の
様
子

を
見
て
、
学
生
は
幼

児
期
の
発
達
、
成
長

の
違
い
を
理
解
し

た
よ
う
で
す
。
最
後

に
学
生
が
手
作
り

し
た
い
ろ
い
ろ
な
動

物
の
ブ
レ
ス
レ
ッ

ト
が
贈
ら
れ
る
と
、

園
児
は
う
れ
し
そ
う
に
友
達
と

見
せ
合
っ
て
い
ま
し
た
。
初
め

は
緊
張
し
た
学
生
た
ち
も
、
園

児
の
様
子
を
見
て
最
後
に
は
満

面
の
笑
み
を
浮
か
べ
、
見
学
会

は
終
了
し
ま
し
た
。

聖
徳
大
学
附
属
幼
稚
園

　

年
に
一
回
の
防
犯
訓
練
を
南

大
沢
警
察
署
の
指
導
の
も
と
、

十
月
二
十
二
日（
木
）に
行
い
ま

し
た
。

　

防
犯
訓
練
を
行
う
こ
と
を
告

知
す
る
と
、三
歳
児
桜
組
は「
怖

い
よ
」「
サ
イ
レ
ン
は
鳴
る
の
？
」

と
不
安
そ
う
な
様
子
で
し
た
。

「
先
生
の
話
を
よ
く
聞
い
て
い

れ
ば
大
丈
夫
よ
」「
先
生
が
一
緒

に
い
る
か
ら
大
丈
夫
」と
声
を

掛
け
る
と
、
安
心
し
た
表
情
で

落
ち
着
い
て
訓
練
に
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

不
審
者
が
園
内
に
侵
入
し
て

き
た
と
放
送
が
流
れ
た
途
端
、

子
ど
も
た
ち
の
表
情
は
こ
わ
ば

り
緊
張
し
ま
し
た
。
皆
、
保
育

室
の
端
に
避
難
し
、
教
員
の
話

を
よ
く
聞
い
て
行
動
し
ま
し
た
。 　

そ
の
後
は
警
察
署
員
よ
り
、

不
審
者
か
ら
身
を
守
る
た
め
の

約
束
事「
行
か
な
い
」「
す
ぐ
逃

げ
る
」「
声
を
出
す
」「
知
ら
な
い

人
に
は
つ
い
て
い
か
な
い
」「
助

け
て
と
大
き
な
声
を
出
し
て
周

囲
に
助
け
を
求
め
る
」を
教
わ

り
ま
し
た
。「
急
に
大
き
な
声
を

出
す
こ
と
は
難
し
い
の
で
、
日

頃
か
ら
大
き
な
声
で
挨
拶
や
返

事
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
」と

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ま
し
た
。

「
は
い
！
」と
び
っ
く
り
す
る
ぐ

ら
い
大
き
な
声
で
返
事
を
し
た

子
ど
も
た
ち
は
、
警
察
署
員
に

褒
め
ら
れ
う
れ
し
そ
う
で
し
た
。

　

こ
の
日
は
教
職
員
も“
さ
す

ま
た
”を
使
っ
た
訓
練
を
行
い

ま
し
た
。
重
力
感
が
あ
り
持
ち

上
げ
る
こ
と
が
難
し
く
、
女
性

の
力
で
は
扱
う
の
に
ひ
と
苦
労

し
ま
す
。
犯
人
を
捕
ま
え
る
た

め
で
は
な
く
、
警
察
が
到
着
す

る
ま
で
の
時
間
稼
ぎ
や
相
手
を

威
嚇
す
る
手
段
と
し
て
使
う
方

法
を
教
わ
り
ま
し
た
。

　

防
犯
訓
練
を
通
し
て
、
子
ど

も
た
ち
だ
け
で
は
な
く
、
教
職

員
も
不
審
者
が
侵
入
し
て
き
た

時
の
対
応
を
体
験
し
ま
し
た
。

自
分
の
身
を
守
る
こ
と
の
大
切

さ
を
改
め
て
実
感
し
、
学
ぶ
こ

と
の
で
き
た
一
日
で
し
た
。

　

令
和
二
年
度
の
運
動
会
。
今

年
は
保
護
者
の
見
学
日
を
別
々

に
設
け
て
、十
月
十
三
日（
火
）、

十
四
日（
水
）、十
六
日（
金
）の

三
回
に
分
け
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

十
月
二
十
七
日（
火
）は
、
三

歳
児
桜
組
の
園
児
が
楽
し
み
に

し
て
い
た
園
外
保
育
の
日
で
し

た
。
数
日
前
か
ら「
遠
足
楽
し

み
！
」と
教
員
や
友
達
に
話
し

心
待
ち
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

秋
の
自
然
に
親
し
み
、
友
達

と
楽
し
く
遊
ぶ
ね
ら
い
の
も
と
、

二
台
の
園
バ
ス
に
分
か
れ
て
松

戸
市「
21
世
紀
の
森
と
広
場
」に

向
か
い
ま
し
た
。
園
児
は
車
内

か
ら
見
え
る
木
々
の
色
に
気
づ

い
た
り
、
偶
然
通
り
か
か
っ
た

消
防
自
動
車
に
目
を
奪
わ
れ
た

り
す
る
な
ど
、
目
的
地
へ
の
道

中
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
興

味
を
示
し
ま
し
た
。

　

現
地
に
到
着
す
る
と
広
い
原
っ

ぱ
に
シ
ー
ト
を
敷
き
、カ
バ
ン

と
水
筒
を
置
い
て
、
集
合
写
真

を
撮
り
ま
し
た
。ド
ン
グ
リ
や

葉
っ
ぱ
拾
い
、
原
っ
ぱ
で
の
駆

け
っ
こ
、フ
ァ
ニ
ー
ト
ン
ネ
ル

く
ぐ
り
な
ど
を
し
て
遊
ぶ
園
児

の
笑
顔
が
印
象
的
で
し
た
。

　
「
約
束
を
守
り
、転
ん
で
も
泣

か
ず
に
、最
後
ま
で
一
所
懸
命

頑
張
る
こ
と
」を
誓
い
、み
ん
な

で
元
気
い
っ
ぱ
い
に「
エ
イ
エ

イ
オ
ー
！
」と
空
に
届
く
よ
う

力
と
心
を
合
わ
せ
ま
し
た
。

　

満
三
歳
児
に
と
っ
て
は
初
め

て
の
運
動
会
で
す
。
に
こ
に
こ

笑
顔
で
お
客
さ
ま
に
か
わ
い
ら

し
い
姿
を
披
露
し
ま
し

た
。
三
歳
児
は
友
達
と

一
緒
に
体
を
動
か
し
、

ク
ラ
ス
の
円
を
作
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
四

歳
児
は
の
び
の
び
と
体

を
動
か
し
、友
達
と
協

力
し
て
簡
単
な
隊
形
変

化
を
楽
し
み
ま
し
た
。

五
歳
児
は
さ
ま
ざ
ま
な

世
界
の
踊
り
を
園
児
な

り
の
表
現
を
交
え
、友

達
と
協
力
し「
Ｓ
Ｅ
Ｉ

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」を
作
り
上
げ
ま

し
た
。
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
で
は
、

親
子
の
笑
顔
が
い
っ
ぱ
い
溢
れ

ま
し
た
。

　

試
行
錯
誤
し
た
新
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
も
と
、今
年
度
初
め
て
全

園
児
が
集
う
行
事
を
開
催
で
き

ま
し
た
。
幼
稚
園
で
の
わ
が
子

の
姿
を
目
に
し
た
保
護
者
は
感

動
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。
三

密
防
止
で
過
ご
し
て
き
た
日
々

か
ら
、全
ク
ラ
ス
十
二
色
の
帽

子
が
ず
ら
り
と
並
ん
だ
光
景
を

目
の
当
た
り
に
し
た
教
職
員
も
、

園
児
み
ん
な
の
元
気
と
笑
顔
が

揃
う
こ
と
こ
そ
が
幼
稚
園
で
あ

る
と
痛
感
す
る
と
と
も
に
、心
が

ジ
ー
ン
と
温
か
く
な
り
ま
し
た
。

　

園
児
に
と
っ
て
運
動
会
の
経

験
は
重
要
で
、と
て
も
刺
激
と

な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
今
後

も
感
染
防
止
に
努
め
な
が
ら
前

向
き
に「
で
き
る
こ
と
」を
見
つ

け
、園
児
一
人
ひ
と
り
の
育
ち

を
大
切
に
し
て
い
き
ま
す
。

　

持
参
し
た
泡
ハ
ン
ド
ソ
ー
プ

で
手
を
洗
い
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒

を
済
ま
せ
た
ら
、
お
弁
当
の
時

間
で
す
。
青
空
の
も
と
保
護
者

の
工
夫
と
愛
情
が
込
め
ら
れ
た

お
弁
当
を
食
べ
、
皆
で
至
福
の

時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め
、
例
年

と
同
じ
場
所
に
行
く
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
園
児
に
と
っ
て

楽
し
い
園
外
保
育
と
な
る
よ
う
、

安
全
に
留
意
し
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

み
ん
な
で

エ
イ
エ
イ
オ
ー
！

聖
徳
学
園
多
摩
中
央
幼
稚
園

　

今
年
度
は
例
年
と
比
べ
行
事

が
少
な
く
、幼
稚
園
で
わ
が
子

が
ど
う
過
ご
し
て
い
る
の
か
心

配
す
る
保
護
者
は
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
本
園
で
は
保

護
者
が
普
段
の
姿
を
見
学
で
き

る
機
会
を
設
け
る
た
め
、保
育

参
観
を
十
月
二
十
六
日（
月
）、

二
十
七
日（
火
）の
二
日
間
に
分

け
て
行
い
ま
し
た
。

　

満
三
歳
児
パ
ン
ダ
組
は
、体

を
動
か
し
て
遊
ぶ
こ
と
が
大
好

き
な
た
め
、親
子
で
踊
り
を
楽

し
み
ま
し
た
。
ハ
サ
ミ
を
使
う

制
作
遊
び
が
好
き
な
三
歳
児
桜

組
は
、手
作
り
の
ペ
ー
プ
サ
ー

ト
を
用
い
た
発
表
ご
っ
こ
や
、

自
分
た
ち
で
制
作
し
た
ア
イ
ス

や
ポ
テ
ト
で
お
店
屋
さ
ん
ご
っ
こ

を
し
ま
し
た
。
言
葉
遊
び
を
披

露
し
た
の
は
四
歳
児
梅
組
で
す
。

最
近
、友
達
と
の
関
わ
り
が
深

ま
り
、会
話
が
活
発
に
な
る
な

ど
成
長
が
見
ら
れ
ま
す
。
五
歳

児
松
組
は
、前
後
左
右
の
位
置

を
考
え
な
が
ら
位
置
当
て
遊
び
。

他
に
も
大
好
き
な
家
族
の
絵
本

を
作
り
、発
表
し
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
に
と
っ
て
、は
し
ゃ

い
だ
り
緊
張
し
た
り
し
た
一
日

と
な
り
ま
し
た
が
、保
護
者
に

と
っ
て
は
園
生
活
の
様
子
が
分

か
る
保
育
参
観
と
な
っ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。
今
後
も
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
防

止
を
対
策
し
な
が
ら
、園
で
の

行
事
を
通
し
て
、成
長
し
た
園

児
の
姿
を
保
護
者
が
見
届
け
て

い
け
る
よ
う
努
め
ま
す
。

児
童
学
科実習

見
学
会

園
外
保
育三歳

児
桜
組

保
育
参
観
で
お
子
さ
ま

の
姿
を
見
て
い
た
だ
き

ま
し
た

防
犯
訓
練

聖
徳
大
学
附
属
浦
安
幼
稚
園

聖
徳
大
学
附
属
成
田
幼
稚
園

聖
徳
大
学
附
属
第
二
幼
稚
園

マスゲーム「ちびっこサーカス団」 元気いっぱい披露したよ

松組エイサー

みんなで食べるとおいしいね
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今後も内容の充実に努めてまいりますので、ぜひ皆さまのご意見・ご感想をお寄せください。

ご意見・ご感想の宛て先
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セイトクの派 遣 会 社 だ か ら 安 心
派 遣 登 録 募 集 中！！ 幼稚園教諭、 保育士、 一般事務  お気軽にご連絡ください 

セイワコーポレーション
東京都港区虎ノ門 1-1-20 0120-525-126 般 13 - 300726

13-ユ-300913

※詳細につきましては、各校にお問い合わせください。学校説明会関係行事のご案内 （令和2年₁₂月までの予定を掲載）

令和3年度 大学院（春学期入学）入試日程

令和3年度  入試日程

■聖徳大学幼児教育専門学校（女子） ●お問い合わせ：03-5476-8811（代）

◯ 受験対策相談会

◯ 音楽科受験対策講習会

◯ 未来校者対象入試説明会

■光英VERITAS中学校・高等学校（共学）
　　　　（現 聖徳大学附属女子中学校・高等学校）

■聖徳大学附属小学校（共学） ●お問い合わせ：047-392-3111（代）

■聖徳大学附属取手聖徳女子中学校・高等学校 ●お問い合わせ：0297-83-8111（代）

▶12月5日［土］ 14：00～ ●令和3年 ▶1月16日［土］ 14：00～
▶12月19日［土］ 13：00～

◯ オープンキャンパス
◯ 個別相談会

▶2月27日［土］14：00～

★詳細は、各校の募集要項でご確認ください。

◯ 学校説明会

◯ 学校説明会

◯ 学校説明会（中学1・2年対象）

◯ 個別相談会

日程区分 願書受付期間 入試日

B日程 令和2年
12月7日（月）～12月11日（金） 

12月20日（日）
但し音楽文化研究科は、
12月19日（土）・ 20日（日）

C日程 令和3年
2月10日（水）～2月13日（土） 

2月23日（火・祝）
但し音楽文化研究科は、

2月22日（月）・ 23日（火・祝）

日程区分 願書受付期間 入試日

B日程 令和2年
12月7日（月）～12月14日（月） 

12月20日（日）
但し音楽文化研究科は、
12月19日（土）・ 20日（日）

C日程 令和3年
2月10日（水）～2月17日（水） 

2月23日（火・祝）
但し音楽文化研究科は、

2月22日（月）・ 23日（火・祝）

■聖徳大学大学院通学課程［共学／昼・夜開講］
博士後期課程（一般入試、社会人入試、内部推薦入試、研究生入試）
博士前期課程（私費留学生特別入試）

博士前期課程（一般入試、社会人特別入試、内部推薦入試、研究生入試）

☆児童学研究科、臨床心理学研究科、言語文化研究科、人間栄養学研究科、音楽文化研究科

☆児童学研究科、臨床心理学研究科、言語文化研究科、人間栄養学研究科、音楽文化研究科

日程区分 願書受付期間 入試日

B日程 令和2年
12月7日（月）～12月11日（金） 12月20日（日）

C日程 令和3年
2月10日（水）～2月13日（土） 2月23日（火・祝）

専門職学位課程〈教職大学院〉
（一般入試、社会人特別入試、現職教員特別入試、内部推薦入試）
☆教職研究科

入試区分 願書受付期間 入試日

一般選抜　A日程
12月18日（金）～

1月26日（火）

1月31日（日）・2月1日（月）
いずれか1日もしくは両日を選択可

大学入学共通テスト
利用選抜　A日程

本学個別学力試験なし
但し、看護学部の面接、児童学部スポーツ

健康コース・音楽学部の実技等
1月31日（日）、 2月1日（月）

サテライト試験場
一般選抜　A日程
（看護学部、音楽学部を除く）

1月8日（金）～
1月26日（火） 1月31日（日）

一般選抜　B日程
1月29日（金）～

2月12日（金）

2月16日（火）

大学入学共通テスト
利用選抜　B日程

本学個別学力試験なし
但し、看護学部の面接、児童学部スポーツ

健康コース・音楽学部の実技等
2月16日（火）

サテライト試験場
一般選抜　B日程
（看護学部、音楽学部を除く）

1月29日（金）～
2月12日（金） 2月16日（火）

一般選抜　C日程
2月15日（月）～

3月1日（月）

3月5日（金）

大学入学共通テスト
利用選抜　C日程

本学個別学力試験なし
但し、看護学部の面接、児童学部スポーツ

健康コース・音楽学部の実技等
3月5日（金）

一般選抜　D日程
2月25日（木）～

3月11日（木）

3月15日（月）

大学入学共通テスト
利用選抜　D日程

本学個別学力試験なし
但し、看護学部の面接、児童学部スポーツ

健康コース・音楽学部の実技等
3月15日（月）

実技特別選抜
（音楽学部音楽学科のみ）

2月25日（木）～
3月12日（金） 3月15日（月）

入試区分 「マイ・プロフィール」提出期間 願書受付期間 入試日
総合型選抜
B日程　Ⅳ期 11月13日（金）～12月4日（金） 11月24日（火）～

12月8日（火）正午 12月13日（日）

総合型選抜
B日程　Ⅴ期

出願時の提出
（自己アピール方式のみの実施）

2月22日（月）～
3月4日（木）正午 3月7日（日）

入試区分 願書受付期間 入試日
学校推薦型選抜（指定校制）後期日程

11月24日（火）～12月8日（火） 12月13日（日）
学校推薦型選抜（公募制）後期日程

入試区分 願書受付期間 入試日
B日程 11月24日（火）～12月8日（火） 12月13日（日）
C日程 2月25日（木）～3月11日（木） 3月15日（月）

入試区分 願書受付期間 入試日
B日程 11月24日（火）～12月8日（火） 12月13日（日）
C日程 2月25日（木）～3月11日（木） 3月15日（月）

入試区分 願書受付期間 入試日
アスリート・セカンドキャリア支援
特別奨学推薦入試　B日程 11月24日（火）～

12月8日（火） 12月13日（日）一般入試　B日程
内部推薦入試　B日程
アスリート・セカンドキャリア支援
特別奨学推薦入試　C日程 1月29日（金）～

2月12日（金） 2月16日（火）一般入試　C日程
内部推薦入試　C日程
アスリート・セカンドキャリア支援
特別奨学推薦入試　D日程 2月25日（木）～

3月11日（木） 3月15日（月）
一般入試　D日程

■聖徳大学（女子）／聖徳大学短期大学部（女子）【総合型選抜】

【学校推薦型選抜】

【一般入試】

【社会人特別入試、 
アスリート・セカンドキャリア支援特別奨学推薦入試、 
アスリート・サポート特別奨学推薦入試、 帰国子女特別入試】

【私費留学生特別入試、私費留学生特別奨学入試】

【編入学・専攻科入試】

入試区分 日程 エントリー受付期間 面談日
AO入試 前期 C 11月16日（月）～12月18日（金）12月19日（土）

入試区分 日程 エントリー受付期間 試験日
公募推薦入試
保育所・幼稚園園長推薦入試
同窓会推薦入試
大学生・短大生（含専修学校）

特別入試
ダブルスクール特別入試
社会人特別入試

前期 C 11月16日（月）～12月18日（金） 12月19日（土）

後期

A 1月7日（木）～1月22日（金） 1月23日（土）

B 1月25日（月）～2月12日（金） 2月13日（土）

C 2月15日（月）～3月12日（金） 3月13日（土）

■専門学校（女子）〈AO入試〉

〈推薦入試・特別入試〉※看護学部は、学校推薦型選抜（公募制）後期日程は実施しない。

※看護学部は、社会人特別入試A日程、B日程のみ実施する。

※人間栄養学部は、 A日程はプレゼンテーション方式のみの実施。B日程のⅠ期～Ⅳ期
は全ての方式で実施。

※看護学部は、 B日程Ⅰ期プレゼンテーション方式のみ実施。（ A日程及びB日程Ⅱ期～
Ⅴ期は実施しない）

※音楽文化研究科研究生入試は、B日程12月19日（土）、C日程2月22日（月）のみ実施。

入試区分 日程 エントリー受付期間 試験日

一般入試

前期 B 11月16日（月）～12月18日（金） 12月19日（土）

後期

A 1月7日（木）～1月22日（金） 1月23日（土）

B 1月25日（月）～2月12日（金） 2月13日（土）

C 2月15日（月）～3月12日（金） 3月13日（土）

入試区分 日程 エントリー受付期間 試験日

指定校

前期 C 11月16日（月）～12月18日（金） 12月19日（土）

後期

A 1月7日（木）～1月22日（金） 1月23日（土）

B 1月25日（月）～2月12日（金） 2月13日（土）

C 2月15日（月）～3月12日（金） 3月13日（土）

〈一般入試〉

【指定校推薦】

対象 入試区分 願書受付期間 入試日

高
校

推薦入試
探究型入試
駅伝入試
吹奏楽入試

郵送 12月9日（水）～12月24日（木）
1月9日（土）

窓口 12月9日（水）～12月10日（木）

一般入試
併願推薦型入試
兼 学力特待選考・
　 特別進学コース選考
帰国子女入試

郵送 12月9日（水）～12月24日（木）
1月16日（土）

窓口 12月9日（水）～12月10日（木）

対象 入試区分 願書受付期間 入試日

中
学
校

第一志望入試
帰国子女入試 Web 11月1日（日）～11月30日（月） 12月1日（火）

第1回入試
適性検査型入試 Web 12月2日（水）～1月19日（火） 1月20日（水）

VERITAS理数特待選抜入試 Web 12月2日（水）～1月19日（火） 1月20日（水）

第2回入試 Web 12月2日（水）～1月21日（木） 1月22日（金）
VERITAS算数入試
VERITAS英語入試 Web 12月2日（水）～1月21日（木） 1月22日（金）

特待選抜入試 Web 12月2日（水）～1月23日（土） 1月24日（日）

第3回入試 Web 12月2日（水）～2月2日（火） 2月3日（水）

高
等
学
校
前期入試

推薦入試 Web 12月17日（木）～1月15日（金） 1月17日（日）

一般入試
（特待チャレンジ） Web 12月17日（木）～1月18日（月） 1月19日（火）

一般入試 Web 1月20日（水）～1月26日（火） 1月27日（水）

■聖徳大学附属取手聖徳女子中学校・高等学校

■光英VERITAS中学校・高等学校（共学）
（現 聖徳大学附属女子中学校・高等学校）

入試区分 願書受付期間 入試日

Ⅲ期入試 11月17日（火）～12月2日（水） 12月5日（土）
Ⅳ期入試
編入（１学期～） 12月8日（火）～1月13日（水） 1月16日（土）

■聖徳大学附属小学校（共学）

●お問い合わせ：0800-800-8442（入試広報室直通）

■通信教育部（大学院・大学・短期大学部 共学） ●お問い合わせ：047-365-1200（直通）

※電話相談は上記日程以外にも【平日 9：00～17：00、土 9：00～15：00】の間で予約不要で受け付けております。

　聖徳大学通信教育部では、大学院 ·大学 · 短期大学部すべてにおいて、入学説明会を開催しています。
通信教育での学習の仕方や皆さまが疑問に思われていることについて、直接お答えします。
　今年度は、オンラインにて個別相談（Zoomまたは電話相談）を承ります。各回事前予約制となり、定員
に達した場合は受付終了となります。
　詳細はホームページ「NEWS」でご確認ください。

聖徳大学通信教育部 入学説明会のご案内

◇ 聖徳大学主催 入学説明会
開催日 開催地 開催時間 備考

12月12日（土） オンライン個別相談
（Zoomまたは電話相談） 事前予約制 通信教育部HPより、 

₃₀日前から₁₂月₁₀日₂₃：₅₉まで予約受付中

12月13日（日） オンライン個別相談
（Zoomまたは電話相談） 事前予約制 通信教育部HPより、 

₃₀日前から₁₂月₁₁日₂₃：₅₉まで予約受付中

12月19日（土） オンライン個別相談
（Zoomまたは電話相談） 事前予約制 通信教育部HPより、 

₃₀日前から₁₂月₁₇日₂₃：₅₉まで予約受付中

12月20日（日） オンライン個別相談
（Zoomまたは電話相談） 事前予約制 通信教育部HPより、 

₃₀日前から₁₂月₁₈日₂₃：₅₉まで予約受付中

●令和3年 ▶1月23日［土］ 10：00～11：30（新年長・年中・年少保護者対象）

［中学校］

［中学校］
［中高共通］

［高校］

［高校］

▶12月5日［土］ 9：30～11：30
▶12月5日［土］ 9：30～11：30
▶12月12日［土］ 9：30～11：30
▶12月12日［土］ 9：30～11：30
▶12月25日［金］ 9：30～11：30

▶12月5日［土］ 9：30～11：00　※10：00～12：00（オンライン型）
▶12月12日［土］ 9：30～11：00　※10：00～12：00（オンライン型）

▶12月20日［日］ 9：30～12：00
▶12月19日［土］ 9：30～11：30

●令和3年 ▶2月13日［土］ 9：30～ ▶2月20日［土］ 9：30～

●令和3年 ▶1月6日［水］ 9：30～11：30
●令和3年 ▶1月6日［水］ 9：30～11：30
▶12月26日［土］ 9：30～11：30

新型コロナウイルス感染症（COVID -19）の
感染拡大が懸念されています。

本紙に掲載しているイベント・行事については、今後中止・延期になる
場合があります。事前に各学校や園にお問い合わせをお願いします。

営業期間：令和2年12月下旬 ～ 令和3年3月
問合せ先：0267-55-6000

白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原 国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場

　白樺高原国際スキー場には全長1260mのゴンドラ
リフトがあり、 空中散歩気分が味わえます。目前には雪
に覆われた百名山の一つである蓼科山、 逆サイドには北
アルプスと女神湖を望める抜群のロケーション。ファミ
リーに嬉しいスキーヤーオンリーのゲレンデは晴天率80%
で、 いつ来ても極上のパウダースノーが楽しめます。
　「かすがの森」の宿泊とスキーリフト券がセットになった
お得なスキーパックプランも販売中です。今年の冬は家族
でスキー旅行を楽しんでみませんか。

長野県佐久市春日2258-1

信州佐久 春日温泉 自然体感リゾート ご予約はお電話にて 電話：0267-52-2111
宿泊料金・プランはホームページをご覧ください。

http ://www. kasuganomori.com/


